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序

宮崎県教育委員会では、県営広域農道の建設に伴い、宮崎県西臼杵郡日之影町

に所在する布平遺跡ならびに同郡高千穂町に所在する古城遺跡の発掘調査を実施

いたしました。

この布平遺跡の周辺は、県総合博物館所蔵の布平出土とされる夜目式の刻目突

帯文土器をはじめ、以前から打製石鉄など縄文時代の遺物が出土することでよく

知られております。今回の調査では、この縄文時代後期から晩期にかけての遣物

が多量に出土したほか、中世を中心と考えられる掘立柱建物跡や多数のピット群

等、現在に至る西臼杵地区の斜面を利用した居住形態の貴重な調査事例を得るこ

とができました。

また、古城遺跡の調査では、緩斜面に立地した弥生時代中期末から後期にかけ

ての20数軒の竪穴住居跡群や縄文時代早期の押型文土器・晩期の黒川式土器期の

良好な遺物包含層などが調査され、この西臼杵地区の該期の人々の生活を解明す

るための貴重な資料が数多く確認されています。

本書が、学術資料としてのみならず学校教育や生涯学習の場で広く活用され、

埋蔵文化財の保護に対する認識と理解の一助となることを期待します。

なお、調査にあたって御協力いただいた地元の方々や関係諸機関の各位に厚く

御礼申し上げます。

平成15年3月

宮崎県埋蔵文化財センター

所　長　　米　良　弘　康
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仁コ

1本書は、県営広域営農団地農道整備事業西臼杵2期地区に伴い、宮崎県教育委員会が平成8～9年

度に実施した布平遺跡の発掘調査報告書ならびに平成10年度に実施した古城遺跡の発掘調査報告書で

ある。調査は、宮崎県西臼杵支庁農政水産課の依頼により宮崎県教育委員会が調査主体となり、宮崎

県埋蔵文化財センターが実施した。

2　本書で使用した位置図は国土地理院発行の2万5千分の1図を基に作成した。また、周辺地形図は

西臼杵支庁農政水産課作成の500分の1図を基に作成した。

3　発掘現場における遺構等の実測・写真撮影は、布平遺跡は主に米久田真二が、古城遺跡は和田理啓、

福田泰典、柳田晴子が行った。また、空中写真については両遺跡ともに（有）スカイサーベイ九州に

委託した。

4　遺物の実測・トレースは、土器については主として整理作業員が行い、菅付和樹、谷口武範、吉本

正典が補正した。また、石器については、布平遺跡出土の石器のうち主要なものは株式会社　文化財

環境整備研究所に委託し、そのほかの石器ならびに古城遺跡の石器については、藤木聡を中心に重留

康宏・遠部慎・古屋美樹・丹俊詞・小字都あずさ・金丸史絵が実測し、トレースは藤木・重留ならび

に整理作業員が行った。なお、遺物の写真撮影は菅付、甲斐貴充、今塩屋毅行が行った。

5　本書で使用した方位は座標北および磁北であり、それぞれG・N・・M・N・と明記した。また、基準高

については海抜絶対高を用いた。これらの基準点の設置は、布平遺跡はフェニックス測量設計コンサ

ルタント株式会社に、古城遺跡は有限会社高千穂開発に委託した。

6　土器の色調及び土層断面注記の土色の一部は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修の『新版標

準土色帖』に準拠した。

7　本書に用いた遺構の略号は、次のとおりである。

集石遺構・・・SI　　竪穴住居跡・・・SA　　土坑・・・SC　　掘立柱建物跡・・・SB

8　布平遺跡で実施したテフラの同定、炭化物の年代測定、プラントオパール分析ならびに古城遺跡

で実施した樹種同定、炭化物の年代測定、プラントオパール分析は（株）古環境研究所に委託した。

9　本書の執筆は、布平遺跡は菅付・谷口が分担して行い、古城遺跡は福田・日高広大・吉本・菅付・

谷口・丹・藤木が分担して行った○編集は菅付・福田が担当した。

10　調査の記録類および出土遺物は、宮崎県埋蔵文化財センターに保管している。
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第工章　はじめに

第1節　発掘調査に至る経緯

県営広域営農団地農道西臼杵2期地区の事業は、平成6～20年度までの予定で、西臼杵郡日之影町西

深角から高千穂町野方野まで標高756mの上野岳にトンネルを通し、また深く浸食された岩戸川を橋梁で

越えて大野原に至る総延長5，800mに及ぶ広域農道を建設するという計画である。この計画を受けて県教

育庁文化課では、事業を担当する県西臼杵支庁農政水産課と協議を行い、計画路線を踏査確認後、日之

影町西深角ならびに高千穂町野方野方面の比較的平坦もしくは傾斜の緩やかな地形の箇所を中心に平成

7年1ト12月試掘調査を実施した。その結果、試掘箇所では遺跡は確認できなかったが、以前から縄文

時代の遺物等が表面採集されていた日之影町布平遺跡と高千穂町大野原の古城遺跡が、工事の実施計画

上影響を避けられないことから記録保存の措置を執ることとなった○

布平遺跡の発掘調査は、道路の開削によって島状に残される水田部分も国道218号線と同程度の高さに

削平するため面積的に広範囲の調査となり、平成8年11月26日から平成9年5月30日までの83日間、約

3，000扉で実施された。

一方、古城遺跡の調査は、遺跡の西側の県道7号線に交差するため道路敷きが盛土でかさ上げされ高

くなることから法面を含めた広範囲の面積を調査することとなり、平成10年4月20日から平成11年1月

22日まで約9，225I正で実施された。

第2節　調査の組織

調査の組織体制は次のとおりである。

調査主体　宮崎県教育委員会

発掘調査（平成8～10年度）、整理・報告書作成（平成10～14年度）機関

宮崎県埋蔵文化財センター

所　長

藤本健一（平成8～9年度）

田中　守（平成10～11年度）

矢野　剛（平成12～13年度）

米良弘康（平成14年度）

副参事

木幡文夫（平成8年度）

副所長

岩永哲夫（平成8～9年度、平成9年度は調査第二係長兼務）

江口京子（平成10～11年度）

副所長兼総務課長

菊地茂仁（平成12～13年度）

大薗和博（平成14年度）

ー1－



副所長兼調査第二課長

岩永哲夫（平成12～14年度）

庶務係長

三石泰博（平成8～9年度）　　児玉和昭（平成10～11年度）

総務課総務係長

亀井維子（平成12～13年度）　　野達文博（平成14年度）

調査第二係長

北郷泰道（平成8年度）　　　　青山尚友（平成10～11年度）

調査第二課調査第三係長　菅付和樹（平成12～14年度）

（調査担当）

布平遺跡（平成8～9年度）

調査第二係　主　査　谷口武範（平成8年度、平成8～11年度は調査調整担当）

同　　主　事　高橋　誠（平成9年度）

同　　調査員　米久田真二（平成8～9年度）

古城遺跡（平成10年度）

調査第二係　主　査　福田泰典

同　　　主　事　和田理啓

同　　　調査員　柳田晴子

第3節　遺跡の位置と歴史的環境

布平遺跡のある日之影町や古城遺跡のある高千穂町は、九州山地の東側、宮崎県の北西部に位置して

いる。五ヶ瀬町から高千穂町、日之影町、北方町の一帯は、基盤をなす阿蘇溶結凝灰岩が五ヶ瀬川とそ

1 布 平 遺 跡
23 堂山遺跡 （古墳 ・散布地）

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

古 城 遺 跡 24 長畑第 2 遺跡 （縄文 ・散布地）

大野原遺跡 （縄文 ・散布地） 25 宮尾野第 3 遺跡 （縄文～弥生 ・散布地）

岩戸五 ケ村遺跡 （縄文～弥生 ・散布地） 26 宮尾野第 2 遺跡 （縄文～弥生 ・散布地）

布城遺跡 （縄文 ・散布地） 27 宮尾野第 1 遺跡 （縄文～弥生 ・散布地）

語の尾羽根 陣跡 （中世 ・城跡） 28 荒立神社前 （縄文～弥生 ・散布地）

亀 山城跡 （中世 ・城跡） 29 桑水流 （弥生 ・散布地）

立石横穴墓 （岩戸 4 号横穴、古墳 ・横穴墓） 30 桑水流横穴墓 （高千穂55号項、古墳 ・横穴墓）

極殿遺跡 （弥生 ・散布地） 3 1 尾久保第 2 遺跡 （縄文 ～弥生 ・散布地）

野方野神殿遺跡 （縄文 ～弥生 ・散布地） 32 栃又第 2 遺跡 （縄文 ・散布地）

馬場先遺跡 （弥生 ・散布地） 33 馬門遺跡 （縄文～弥生 ・散布地）

堂 ノ冗遺跡 （縄 文～弥生 ・散布地） 34 長崎第 1 遺跡 （縄文～弥生 ・散布地）

13

14

15

16

禰宜ノ地遺跡 （縄文～弥生 ・散布地） 35 長崎古墳 （高千穂16号填 、古墳 ・円墳）

尾谷古墳 （高千穂48号填 、古墳 ・円墳） 36 長崎第 2 遺跡 （縄文～弥生 ・散布地）

尾谷遺跡 （縄文 ・散布地） 37 栃又 1 号横穴墓 （高千穂 3 号填 、古墳 ・横穴墓）

今村遺跡 （縄文 ～弥生 ・散布地） 38 栃又古墳 （高千穂 4 号填、古墳 ・円墳）

17

18

19

梅 ノ木原遺跡 （縄文～弥生 ・散布地） 3 9 栃又第 1 遺跡 （縄 文～弥生 ・散布地）

松 ノ原遺跡 （縄文 ・散布地） 40 尾久保第 1 遺跡 （縄文 ～弥生 ・散布地）

長迫遺跡 （縄文 ・散布地） 4 1 大平中の谷横穴墓 （岩戸 7 号横穴墓、古墳 ・横穴墓）

20

2 1

22

柿 ノ木水流遺跡 （縄文 ・散布地） 42
、　　　　　　　　　＿．′　、

石原遺跡 （縄文～弥生 ・散布地）

梅木遺跡 （縄文 ・散布地） 43 水 ケ崎遺跡 （縄文 ～弥生 ・散布地）

長畑第 1 遺跡 （縄文 ・散布地） 44 谷城 （中世 ・城跡）

表1周辺遺跡一覧表
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第1図　布平・古城遺跡の位置と周辺遺跡図
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の支流により深く浸食され、その高所は比酎勺緩やかな傾斜の台地や丘陵となっているが、川に画した

端部は急崖をなし起伏に富んだ地形を形成している。

布平遺跡は、宮崎県西臼杵郡日之影町大字七折字布平13367ほかに所在する。日之影町役場から北西

5・6km、高千穂町役場から南東4・3kmの西深角地区に位置している。標高756mの上野岳から710mの大平岳

に至る山塊の南側の深角川に刻まれた谷に沿って開かれた棚田と集落が営まれた中に深角公民館の西分

館がある。この公民館一帯の東向きの緩斜面が遺跡であり、公民館建設の際にも多量の遺物が出土した

とされる。今回調査した箇所は、その中の深角川に面した標高約280m前後の東斜面である。現況は斜

面を棚状に開田した水田地帯となっている（第2図）。この日之影町を含む西臼杵郡3町の中で、高千

穂町の遺跡分布状況は詳細分布調査によりかなり分かっているが、五ヶ瀬町、日之影町は殆ど遺跡の存

在が不明のままである。そのような状況の中、この布平遺跡の東方5・2～5．6kmの日之影川左岸に位置する
にいばた　　　　　　　ぉだまり

新畑洞穴、その南南西の大溜遺跡は、昭和28年に日向遺跡調査団により発掘調査が行われ、鐘崎式土器

など縄文時代後期中葉頃の遺物が出土している。また、さらにその北北東約11．5km上流に位置する出羽

洞穴は、昭和40・41年に南九州短期大学ほかによる発掘調査が行われ、後期旧石器時代の遺物が出土し

ている。最近の調査例としては、遺跡の南東約3・7kmの五ヶ瀬川右岸に位置する田向遺跡・平谷遺跡があ

げられる。これらの遺跡は、県道向山・日之影線の改良事業に伴う事前調査として発掘調査が実施され

た。このうち田向遺跡では、縄文時代早期の集石遺構や押型文土器・塞ノ神式土器、前期の轟B式土

器・曽畑式土器、後期後半の円形プランの竪穴住居跡や熊本県の辛川式併行の土器等、縄文時代の広範

な時期の遺構・遺物が発見されている。一方、平谷遺跡では、縄文時代早期の集石遺構や押型文土器、

後期中葉～後葉・晩期中葉の遺物、弥生時代後期の方形プランの竪穴住居跡や遣物等が検出されている。

遺跡の北側の上野岳～大平岳の山塊を越えた高千穂町は前述のとおり遺跡詳細分布調査が終了してい

ることもあり数多くの遺跡が周知されている（第1図・表1）。その中にあって古城遺跡は、西臼杵郡

高千穂町大字三田井字古城に位置し、高千穂町役場の東北東約4kmの岩戸川右岸標高330m前後の緩斜面

上に立地している。遺跡の周辺には、西南西約3・8kmに多量の縄文時代後期後半の遺物が出土した陣内遺

跡や南西やや北寄り5・3kmのところに弥生時代中期末から後期にかけての竪穴住居跡が高い密度で谷地

形から検出された南平第3遺跡などが存在している。また、古城遺跡の南東約0．4km程のところには、三

田井氏の家臣富高氏と高橋元種との合戦で著名な中世山城亀山城跡があり、本遺跡でも関連遺物と見ら

れる青磁片等が出土している。

このほかに高千穂町では、役場の南西1kmの五ヶ瀬川左岸にあるセベット遺跡で縄文時代晩期前半中

～後葉の竪穴住居跡が検出されている。住居形態は楕円形で田向遺跡の1例と合わせてもわずか2例だ

けながら、ほかの県内の縄文時代後期後半～晩期前半の状況と同様円形を基調とする竪穴住居が営まれ

ている。このことからも布平遺跡の方形の竪穴住居跡は、多数の縄文土器が出土しているものの埋土状

況から縄文時代の遺構ではないと判断されたことの妥当性が追認できよう。また、古城遺跡の円形にな

ると思われる竪穴住居も部分的検出ではあったが、遺構形態からも縄文時代晩期の竪穴住居と見て差し

支えないと考えられる。そのほか高千穂町内では周辺地域に比べて遺跡の周知度が高いこともあり、今

回報告する古城遺跡を含め弥生時代の集落跡が発掘調査で6例ほど確認されている。
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第‡章　布平遺跡の調査

第1節　調査の経過と概要

今回の報告書の作成については、執筆・編集担当者が当時の調査担当者ではない。これは、当時主と

して調査に従事した嘱託調査員が調査後5年を経過して既に退職していること、また、当時後半の一定

期間ともに調査に従事した担当者が、既に定期異動により執筆できなくなったという事情によるもので

ぁる。従って、遺構の検出状況や遺物の出土状況・取り上げ方法等詳細は不明であり、残された図面や

写真記録、調査員のメモや終了後報告、実際の遺物等を基に報告者が理解・判断した範囲で報告するこ

とになる。以下、調査日誌等を基に調査の経過並びに概要を述べる。

前述のとおり発掘調査は平成8年11月26日から平成9年5月30日まで実施された。調査区が道路敷き

及びその周囲の水田削平部分となったため、排土を置く場所の関係から調査区を南半・北半のふたつに

分けて南半から調査を行っている○先ず初めに調査区全体に土層等を確認するためのトレンチを入れ、

南半の2段目の水田から重機による表土剥ぎを行った。調査は、便宜的に調査区南半の棚田の区画ごと

に2段目から下方へA～D、北半の2段目から下へE～F、そして最上段をGとして地区分けし実施し

た。グリッド杭は設置したが特にグリッド名を付けることはせずに、杭は基準点や標高の確認など実測

作業用にのみ使用したようである。そして遺物の取り上げはグリッドごとではなく、殆どが各地区の各

層ごとに一括取り上げされている。

重機による表土の除去が終了したA区からD区までの南半から精査を始めたところ、Ⅲ層（暗褐色

土）・Ⅳ層（黒褐色土）から縄文時代後晩期の遺物が多量に出土し始め、Ⅴ層（褐色土）上面で黒褐色

土が埋土の土坑2基や多数のピット群、その中から8棟の掘立柱建物跡等を検出している。ただし、こ

のⅢ・Ⅳ層からは少量ながら中世の青磁・白磁片、弥生土器、古墳・古代の土師器小片等も混在して出

土している。検出面のⅤ層からは量は少なくなるが縄文土器をはじめ弥生・古墳時代の土器と思われる

小片も出土している。Ⅴ層を精査したのち、Ⅵ層（アカホヤ火山灰層）上面で土坑4基を検出して、平

成9年2月末から3月初めには排土の移動を行いながら最上段のG区、そして北半のF区・E区の調査

に順次移っている。北側も同様の手順で調査を実施し、Ⅴ層上面で同じく黒褐色土が埋土のピット群多

数と土坑4基、F区で掘立柱建物跡1棟、E区では半分のみ残存した竪穴住居跡7軒分（当初は5軒と

して認識されている）を検出している。その後、Ⅵ層上面では土坑4基を検出し、E区・F区・G区南

半はⅦ層上面まで精査し、縄文時代早期の土器が出土している。

なお、Ⅴ層・Ⅵ層上面検出の土坑の基数については、調査終了後に提出された結果報告においてはⅤ

層上面から土坑5基、Ⅵ層上面から土坑9基という記述がある。しかし、同時に添付された平面図には

褐色土層（Ⅴ層）上面で土坑6基、アカホヤ火山灰層（Ⅵ層）上面で土坑8基が報告されており、記述

内容にずれが生じている。本報告では、文字記述の間違いと図面作図の間違いのどちらがより間違いが

少ないか考えた結果、添付平面図の基数の方で報告することとした。また、これらの遺構の時期につい

て当時の記録では、Ⅴ層上面検出の遺構を古代～中世の時期に、Ⅵ層上面検出の遺構を縄文時代後～晩

期に比定している。
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第2図　布平遺跡周辺地形図（1／2，000）
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第2節　遺跡の層序

布平遺跡の基本層序については、調査終了後の結果報告、土層断面図、調査日誌及びテフラ分析結果

の記述から次のとおりである（第3図）○なお、土層観察か所は、第4図中に示したB区北端部とE区

北壁ならびにテフラ分析資料の採取か所においてである。

第I層表土は、現水田耕作土である○層厚は約27cm、新旧の2枚の水田に分けられる。Ⅱ層は水田耕

作のための客土とされ、棚状の田を作る際に高所を削平し低所に盛土したものであろう。厚いところで

約70cm。Ⅲ層は暗褐色土で、根拠は示されていないが霧島高原スコリアが混入した中世整地土とされて

いる。土色の違いから数層に分層されている○層厚は約50cm。Ⅳ層は黒褐色土（テフラ分析の層序では

暗灰褐色土）でやはり数層に分層でき、5～25cmの厚さである。縄文時代後晩期の遺物包含層とされる

が実際には青磁・白磁も出土している○このⅣ層からはイネやオオムギのプラント・オパールが検出さ

れ、周辺での栽培が指摘されている。Ⅴ層は褐色土で20～30cm。ススキ属・クマザサ属・クスノキ科な

どの植物珪酸体が検出されており、アカホヤ火山灰降灰後の植生の回復状況が推定されている。この層

の上面でピット群等を検出している。第Ⅵ層は黄橙色細粒火山灰層とされ、約6，300年前に降灰したアカ

ホヤ火山灰層である。層厚は10～20cm。Ⅶ層は粘質がある暗褐色土で約25cm。縄文時代早期の遺物包含

層である。プラントオパール分析から周辺に照葉樹林の存在が推定されている。Ⅷ層は黒褐色土で約

55cm。植物珪酸体分析からはヨシ属が検出され、何らかの原因で湿原的状況になったものと報告されて

いる。Ⅸ層は黄褐色土（テフラ分析の層序では褐色土）で約60cm。Ⅸ～Ⅹ層はササ類が主体のイネ科植

生が存在していたとされる。Ⅹ層は黄褐色土でⅨ層によく似ているが粘性を帯びたシルト質の硬くし

まった層である。層厚は30～40cm。刃層はテフラ分析の層序では3層に分層されており、上から1暗灰

褐色砂質土で25cm、2黄色軽石混じり黒灰褐色土16cm、3黒褐色土12cmと続き、このうちXI二2層が約

2万4～5千年前の姶良Tn火山灰（AT）層である。この前後の氷期中もクマザサ属などのササ類を

主体とした植生が報告されており、当時の動物相を考える上で重要といわれている。油層は粘性を帯び

た明黄褐色土でやや硬くしまる。Ⅸ層によく似る。なお、これらの層の厚さは傾斜地であることを考慮

表 2　 布 平 遺 跡 B 区 北 端 土 層 断 面 観 察 表

I －1 現水 田耕作土　 黄灰色
一一．

I －2　 1旧水 田耕作土　 昔灰色
Ⅱ－1 ～ 5

一ノー‘　、
客土

暗褐色　 やや軟　 3 ～10mm の炭化物粒や 1 mm前後 の焼土粒 を極少量、 2 ～10mmの小礫 を含む。旧表土か。Ⅲ －1

－2
日
暗褐色　 やや軟　 2 mm 前後 の炭化物粒 を極少量 、 5 mm 前後 の小礫 を少量含む。

暗褐色　 やや軟　 2 mm 前後 の炭化物粒 を極少量、 1 mm 以下のⅤ層細粒 を少量含 む。

黒褐色　 やや硬　 2 mm 前後の炭化物粒及 び小礫 少量含む○

黒褐色　 やや軟　 ＿呈二 旦型竺炭化物粒 及びⅤ層粒極少量含む。

黒褐色　 やや軟　 5 mm ～10mm のⅤ層粒 少量含 む。 さらさらした土。旦 狙 、。

s A 6 埋土　 黒褐色　 やや軟 1 mm～ 15mm のⅤ層粒少量、 5 mm前後の炭化物粒極少量含む。

S A 6 埋土 ＿＿畢翠皇－軟　 2 ～ 5 mmの Ⅴ層粒多量含む。撹乱の ような土。

褐色　 やや硬　 3 mm前後 の炭化物粒極少量含 む。20 ～30mmのⅣ層 ブロック含 む。やや しまる。Ⅳ層 とⅤ層 の漸移層

Ⅲ

Ⅲ　 3

Ⅳ　 1

Ⅳ －2

Ⅳ－3

ア

イ

久
褐色　 やや硬　 3 mm 前後 の炭化物粒極々少量含 む。 Ⅴ－ 1 層 よりしまる。

昔褐色　 やや硬　 30～200mmのアカホヤブロックを下位に含 む。シル ト質系 の土。

Ⅴ －2

Ⅵ 一′‘、
にぷい昔褐色　 やや硬　 Ⅵ層 とⅦ層の漸移層　 アカホヤブロック少量含む。

Ⅶ －1

2

し－　　　　　ノ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日
にぷい昔褐色　 やや硬　 5 mm ～5

日　　　　　　　　　日O
Omm の灰音色粘土 ブロック少量含む。やや粘性 あ り。

Ⅶ － 一ヽ一　　　　　　ノ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ、
憮 褐色　 硬　 Ⅶ層 とⅧ層の漸移層。両 面画有 り。

憮 褐色　 硬 20～ 50mm のⅨ層 ブロック極少量含む。非常 にしま り粘性を帯 びる。

憤 褐色　 やや硬　 A 有物 なし　 やや粘質

Ⅷ －1

Ⅷ －2

Ⅸ ノ、　　　　　　　　　　　 己　　　　　　 〇　　　　　　 、〇
ピット内埋土　 里褐色　 軟　 30mm前後のⅤ層 ブロック含 む。a

b
Jlヽヽ

ピット内埋土　 里褐色　 軟　 2 mm前後のⅤ層粒少量含む。
ノlヽヽ

ピ、、ト内埋土　 里褐色　 軟　 2 mm前後 のⅤ層粒 を含む。アカホヤ も混 じる。
C
d

ツ　　　　　　　　　 ハ、、
ピッ ト内埋土　 里褐色　 軟　 2 m

日
m 前後 のⅤ層粒多量 に含む。Jヽlヽ

匡 ッ ト内画王－画寸 リ－ブ褐色　 やや硬　 3 mm 前後 のアカホヤ粒少量含む。

憧 オリ－ブ褐色　 硬 1 mm ～ 10mmの炭化物粒多量に含 むしまった土。遺構埋土類似。
e

コ

ー7－
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区北辟土層断面観点表表 3　 布 平 遺 跡 E 区 北 壁 土 層 断 面 観 祭 表

I －1 ～ 2

Ⅱ－①～⑨ l

B 区 と同じ

客土

Ⅲ－1 ～ 3 B 区 と同 じ

Ⅲ－
暗褐色土　 やや硬 1 ～ 2 mmの炭化物粒、焼土粒、褐色土粒、 5 mm前後の小礫含む。

暗褐色土　 軟 1 mm前後 の褐色土粧、10mm大 の小礫少量含 む。 もろ く柔 らかい。
a

Ⅲ－b
Ⅲ－

日
暗褐色土　 やや軟　 Ⅲ－ 3 層 よりやや暗い。 1 ～ 5 mmの褐色土粒含 む。 しまりが ない。

C

Ⅳ－1 ～ 2

日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 日
B 区 と同じ

ウ
s A 4 埋土　 黒褐色土　 やや軟　 5 mm前後の炭化物粒、20～30mmのⅢ層 ブロック少量含 む。

s A 4 埋土　 黒褐色土　 やや軟　 3 mm前後の炭化物粧、10mm前後のⅤ層粒 を少量含む。

s A 4 埋土　 黒褐色土　 やや硬 1 mm前後の炭化物粒 ・焼土粧少量含む。 しまってい る。

S A 4 埋土　 黒褐色土　 やや軟 1 mm以下 の炭化物粒含む。

S A 4 埋土　 黒褐色土　 軟　 3 mm 前後のⅤ層粒含む。

S A 4 埋土　 里褐色土　 軟　 2 ～ 5 mmのⅤ層粒 ・焼土粒含む。

エ

オ

カ

キ

ク

ケ
Jllヽ

s A 4 埋土　 黒褐色土　 やや硬 1 mm以下の炭化物粒 、10～20mmのⅤ層ブロ ック含む。

すると平均的な厚さであろう。

第3節　遺構と出土遣物

1　遺構

本章第1節で述べたように、調査終了後の結果報告に事実記載の誤りが見られるもののその添付図面

の方を採用して、ここではⅤ層上面検出の遺構とⅥ層上面検出の遺構に分けて記述する。なお、竪穴住

居跡及び掘立柱建物跡、土坑の一部の断面図は、平面図の高さの記録よりおこしたものである。

（1）Ⅴ層上面検出遺構（第4図）

傾斜面の開田により調査区全体の半分以上が削平されていたが、それでもV層褐色土上面で検出され

た遺構は、総数700基以上のピット群と調査時に確認された9棟の掘立柱建物跡、当初6～7軒と報告

された竪穴住居跡、6基の土坑である。Ⅴ層上面検出遺構は主に黒褐色埋土と記録されている。

竪穴住居跡（SA）（第5図）

B区北端の土層断面を記録したか所からE区北壁土層断面記録か所にかけて検出されている。メモな

どによると、竪穴住居跡はⅢ（暗褐色土）・Ⅳ（黒褐色土）層系の土砂に覆われていたという。のちに

7軒とされた軒数に従うと、SAl・2・5はより新しいⅢ層系の土に覆われ、SA3・4・6・7は

Ⅳ層系の土に覆われていた。このうちSA2はⅢ層系埋土が中心でSA5は床面付近及び壁際にⅣ層系

埋土がレンズ状堆積していたという。故にSA5よりSA2が新しいとされる。また、SA6は若干Ⅲ

層系埋土が入り、SAlより古いがSA7よりは新しい。SA3・4は完全にⅣ層系埋土であったとい

ぅ。出土遺物は殆ど縄文時代晩期の遺物中心であるが、SA6の床上5～10cmから開元通賓と元符通賓

が各1枚ずつ出土し、またSAlのピット埋土中から白磁片が出土しているという（現在白磁片の所在

は不明である）。また、当初SA2でのちSA2とSA5に分けられた竪穴住居跡には2か所の焼土面

と1か所の硬化面が確認されており、当初SAlでのちSAlとSA6・7に分けられたうちのSAl

には3か所の焼土面、SA6にも1か所の焼土面が確認されている。SA3・4には焼土面は確認され

ていないが、壁際を巡る溝が確認されている○これらの遺構は、床面の硬化面や焼土痕から竪穴住居跡

と認定されたものであるらしいが、削平されたためか残存部分が非常に少ない。主柱穴については住居

床面にピットが数多くあるため特定できていない。

－9－
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第4図　布平遺跡Ⅴ層上面検出遺構分布図（1／400）

掘立柱建物跡（SB）（第6図～第7図　表4）

調査中に掘立柱建物跡と認定されたピット列は9棟ある。その殆どが1間×2間の単純な建物である。

多くは等高線に添って建てられており、そのうち2例が切り合っているo SB9のように等高線に垂直
怒 号 悪 崇 禦 立 禦 計 測 表　　　　　　 ※面積は長方形 と見なして計算 した

S B l B 区 ・Ⅴ層 N －560 －等 】 荒 ×荒　 一桁汀 （裏 梁行 （m ）

5 8

面積 （ポ）

13 9

l　 重複関係

S B 2 と切∠ゝい
備　　　　 考

磁北
S B 2 B 区 ・Ⅴ層 N －6 70　－W 1 間× 2 間 2 0～2 3 4 4～4 5 lコ

ノゝS B 3

S B 4

S B 5
S B 6

B 区 ・Ⅴ層

B 区 ・Ⅴ層

B 区 ・Ⅴ層

C 区 ・Ⅴ層

N －78。－W 1 間× 2 間 1．6、1．8 4．2～4．6 9．6

7．5

S B l と切口い 磁北、柱間平均値での面積
座標北

N －43　 1 W

N 1 67 0　－W

N －590　30′

1 間×2 間

1 間× 1 間

2．1～2．3

1．8
3．8

3．0～3．2
8．4
5．6

座標北

座標北

S B 7

S B 8

－W 1 ロ× 2　F 3．1～3．3 5．4～5．9 18 1 S B 7 と　 ノご－い 座標北
座標北C 区 ・Ⅴ層

D 区 ・Ⅴ層

N －720 3 0′　－W

N －670 3 0′　－W

1 間× 2 聞

1 ～ 2 間× 5 ～ 6 間
3．1～3．2

2．6

4．5～5．0

6．6～6．9
15 ロ

S B 6 と切合い

S B F 区 ・Ⅴ層 17．6 座標北、変則的柱穴
9 N 1 4 1 3 0　－E 2 間× 4 間 2．6～2．7 4．5・、4．7 12．2 座標北、総柱に近い

－10－



B区北端嘩輿L一
一一一一一一一一一一一－1－－－－－－－‾

□焼土面

杵
l．1

、1－；l）

．一一一一一一．．一一一．．．－‾

／航
一赤が

／一へ少

SA4

口篭土面，
「‾「

L」硬化面
1

第5図　布平遺跡竪穴住居跡実測図（1／100）

－11－

280．2m



患
／／　　　　　　　／

／

／比／／／／

料
亀

l

Gや・

＼

β

ll・

／戸多
◎　／’盛夢

l I

蔦　廟均

彪
」
＼
／
＼
　
こ
1
．
了
＼

≠．．．＼一．

第6図　布平遺跡掘立柱建物跡実測図（1）
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第8図　布平遺跡Ⅴ層上面検出土坑実測図（1／40）

SC

1　黒褐色　軟　2mm前後のⅤ層粒を含む。

2　　黒褐色　やや軟　2mm前後のⅤ層粒、30mm前後の暗褐色土ブロックを含む。

2－1黒褐色　やや軟　5mm前後のⅤ層粒を多量に含む。1mm前後の炭化物粒極少量

含む。

3－1黒褐色　軟　3mm前後のⅤ層粒を少量含む。

3－2　黒褐色　やや軟　3～5mmのⅤ層粒を含む。

4　　黒褐色　やや軟1～8mmのⅤ層粒及び20mm前後の同ブロックを少量含む。20
mm大のアカホヤブロック少量含む。

5　　黒褐色　軟　5～10mmのV層粒を含む。4層に似る。

6　　黒褐色　やや硬　5mm前後のⅤ層粒を含む。他層よりしまる。

C10

－1　黒褐色

－2　黒褐色

2　　黒褐色

含む。

3　　黒褐色

－1　黒褐色

－2　黒褐色

5　　黒褐色

6　　黒褐色

7　　黒褐色

8　　暗褐色

やや硬　2

やや硬　2

やや軟　1

mm前後のⅤ層細粒を少量含む。

mm前後のV層粒を極少量含む。

～5mmのⅤ層粒、アカホヤ粒を含む。5mmの焼土粒を少量

軟1～10mmのⅤ層粒、アカホヤ粒、30mm前後のⅤ層ブロック含む。

軟　2mm前後のⅤ層粒を多量に含む。まれにアカホヤ粒が混じる。

やや戟　2mm前後のⅤ層粒及び10～20mmの同ブロックを含む。

軟　30mm前後のⅤ層ブロック少量含む。1mm前後のアカホヤ粒入る。

軟　3～5mmのⅤ層粒を少量、5mm前後の炭化物粒を極少量含む。

やや軟　5～20mmのⅤ層粒及び同ブロックを含む。やや粘性あり。

やや硬1mm以下のアカホヤ細粒を少量含む。

SC9

1　黒褐色　やや軟　2mm前後のⅤ層粒を少量含む。

2－1黒褐色　やや軟　5mm前後のⅤ層粒を多量に含む。1mm前後の炭化物粒極少量

含む。

2－2　黒褐色　やや軟　5mm前後のⅤ層粒を少量、30mm前後の同ブロックを少量含む。

3　　黒褐色　軟　501m前後のⅤ層ブロック、3mm前後のアカホヤ粒を含む。

4　　黒褐色　軟1mm前後のⅤ層細粒を少量含む。

5　　暗褐色　軟10～40mmのⅤ層ブロックを多量に含む。

6－1黒褐色　軟　2～10mmのⅤ層粒及びアカホヤ粒を少量含む。

6－2　黒褐色　軟　3、70mmのⅤ層粒、アカホヤ粒及びⅤ層プロッタを含む。

7　　黒褐色　軟　5tum前後のⅤ層粒を少量含む。

SCll

l　　黒褐色　やや硬1mm以下のⅤ層湖粒を少量含む。

2　　黒褐色　やや軟1、5mmのV層粒、アカホヤ粒を少量含む。31Ⅶの焼土粒を

極少量含む。

3　　黒褐色　やや軟10～30mmのⅤ層ブロックを多量に含む。

4　　黒褐色　やや軟1～20mmのV層粒、アカホヤ粒及びⅤ層・アカホヤブロック

を多量に含む。

5　　黒褐色　やや軟1～3mmのアカホヤ粒を少量含む。

6　　黒褐色　軟　5mm前後のⅤ層粒、20mm前後の暗褐色土ブロック極少量含む。

7　　黒褐色　軟1～5mmのアカホヤ粒及び焼土粒を少量含む。

8　　黒褐色　やや軟　2～8mmのアカホヤ粒を含む。きめ細かい。

－14－



方向に建てられたものもあるが、この場合標高の低い方の柱が補強してあるかのように数が多い。この

ほかにⅤ層上面検出のピット群については、記録によるとその殆どはⅤ層ブロックが混入する黒褐色埋

土（Ⅳ層系）のピットであるが、E区の竪穴住居跡周辺ではⅢ層系の暗褐色埋土が8～9割を占めてい

て、他の地区に比べてピットの時期は比較的新しいと考えられている。

図上ではさらに5～6棟の掘立柱建物跡が復元できるが、現地での確認作業ができないため図化はし

なかった。実際にはさらに多くの掘立柱建物跡が存在していた可能性がある。

土坑（SC）（第8図　表5）

土坑は調査終了後の結果報告で検出基数に記述の矛盾があった。先に触れたとおりここでは6基がⅤ

層上面で検出されたものとして報告する。なお、図面に注記等のある事柄のみ記述したo

SClの埋土は暗褐色土を基調とするものである。一方、SC2はやや軟質の黒褐色土でSC8～11

の埋土に類似する。またSC2の南側と東側は後の時期のピット2基に切られている。SCl・2のい

ずれからも遺物は殆ど出土していないようである。SC8～11の埋土もまたピット群の埋土と同質とさ

れている黒褐色系の埋土である。調査者は埋土の観察からは各土坑間の時期差はさほどないのではない

かとしている。SC8～11からは縄文晩期土器が出土している。当初の基数の矛盾点についてはSCl

表 5　 布平遺跡 Ⅴ層上面検 出土坑計測表

番　 号 検出地区 ・層 長軸 （m ） 短軸 （m ） 深さ （m ） 平面プラン 備　 考

S C l A 区 ・・Ⅴ層上面 工00 0．71 0．85 楕円形 暗褐色埋土

S C 2 B 区 ・Ⅴ層上面 1．4 1 1．32 0．25 不整円形 黒褐色埋土

S C 8 F 区 ・Ⅴ層上面 0．90 0．80 0．48 不整円形 黒褐色埋土

S C 9 F 区 ・Ⅴ層上面 1．12 0．97 0．41 不整円形 黒褐色埋土

S C lO F 区 ・Ⅴ層上面 0．94 0．90 0．54 不整円形 黒褐色埋土

S C ll F 区 ・Ⅴ層上面 0．90 0．89 0．33 円形 黒褐色埋土

のみが暗褐色土系の埋土であり、他の同上面検出遺構に比べてやや違和感がある。

（2）Ⅵ層上面検出遺構（第9図）

土坑（SC）（第10図～11図　表6）

Ⅵ層（アカホヤ火山灰層）の上面で検出された遺構は、結果報告平面図によると土坑が8基である。

図面に注記等の記述がないものを除き多くは暗褐色埋土の土坑であるが、比較的遺物が多く出土したS

C12・13は褐色土系の埋土である。出土遺物には縄文時代晩期前半のものが多く見られ、SC13の出土

状況の記録からは床面より上に浮いた状態であり、いわゆる流れ込みと思われる。埋土はⅤ層系の土で

あろうか。SC12の中のピット群は黒褐色埋土のⅤ層上面検出のピットであり、この土坑には伴わない。

また、SC3の周囲はⅤ層検出のピッ吊こ切られているほか、SC6では、床面南壁際に一抱えほども

ある大きなチャート原石が据え置かれた状態で出土している。なお、このSC3の床面直上出土の炭化

層上面検出土片計測表表 6　 布 平 遺 跡 Ⅵ 層 上 面 検 出 土坑 計 測 表

番　 号 検 出地 区 ・層 長軸 （m ） 短軸 （m ） 深 さ （m ） 平面 プ ラン 備　 考

S C 3 A 区 ・Ⅵ層上面 2．78 1．45 0．50 不整楕 円形 暗褐 色埋土

S C 4 B 区 ・Ⅵ層上面 2．50 2．02 0．90 不整楕 円形 暗褐 色埋土

S C 5 B 区 ・Ⅵ層上面 1．20 0．84 0．24 不整楕 円形

S C 6 A 区 ・Ⅵ層上面 1．67 1．00 0．40 不整楕 円形 暗褐 色埋土 、チ ャー ト原 石

S C 7 G 区南 半 ・Ⅵ層 上面 1．16 1．00 0．20 円形 暗褐色埋土

S C 12 G 区北半 ・Ⅵ層 上面 3．14 1．80 0．70 不定形 S C 13 に類似 の埋土

S C 13 G 区北半 ・Ⅵ層 上面 3．93 2．61 0．70 不 整楕円形 褐色系埋 土、遺物多 い

S C 14 G 区南半 ・Ⅵ層上面 1．00 0．82 0．22 楕 円形 暗褐色埋 土

－15－
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第9図　布平遺跡Ⅵ層（アカホヤ）上面検出遺構分布図（1／400）

物を加速器質量分析（AMS）法による放射性炭素年代測定に委託した結果、補正年代値で3，250±60年

BPという年代が報告されている（14C年代は3，270±60年BP、測定No．Beta－105080）。

2　出土遺物

布平遺跡から出土した遺物は、出土状況や取り上げ状況など詳細は不明である。実際の遺物や残され

た図面から判断すると、遺構や層ごとの一括取り上げを基本としいわゆる点上げはごく一部で行われた

ようである。調査終了時に2万5千点とも記された遺物のうちその殆どは縄文時代後期後半から晩期の

遺物である。竪穴住居跡や土坑・ピット等からも多量に出土しているが、多くはⅢ・Ⅳ層、量的には少

なくなるがⅤ層からも出土している。また、早期の遺物はアカホヤ火山灰層の下のⅦ層から出土してい

－16－
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暗褐色　やや軟1～2cmのⅤ層ブロックを少量含む。
暗褐色　やや硬1～5mmのアカホヤ粒を少量含む。シルト質。
暗褐色　やや硬　2cm前後のⅤ層ブロック、1mm以下の炭化物粒を少量含む。しまっている。
極暗褐色　やや硬　やや粘性帯びる。しまっている。
黄褐色　やや硬　5cm前後のⅤ－2層ブロックを少量含む。
極暗褐色　やや軟1cm前後の褐色土ブロックを少量含む。粘性がある。
極暗褐色　やや硬　5mm前後の褐色土ブロックを少量含む。粘性がある。
暗褐色　やや硬1～2cmの極暗褐色土ブロックを含む。しまっている。
暗褐色　やや硬　2～5mmのアカホヤ粒を極少量、2cm前後の褐色土ブロック少量を含む。しまっている。
暗褐色　やや硬1mm～4cmのアカホヤ粧及び同ブロックを含む。シルト質。
暗褐色　やや硬1mm～1cmのアカホヤ粒を少量含む。シルト質。
暗オリーブ褐色　やや硬　2mm前後のアカホヤ粒を極少量含む。しまりのあるシルト質。
暗褐色　やや軟1～3mmのアカホヤ粒を極少量、2cm前後のⅤ－2層ブロックを含む。やや粘性がある。
暗褐色　やや硬　5mm～5cmのアカホヤ粒及び同ブロック少量、5mm前後の褐色土粒含む。
暗褐色　やや硬1mm～10cmのアカホヤ粒及び同ブロックを多量含む。シルト質。
暗褐色　やや硬1mm～2cmのアカホヤ粒及び同ブロックを含む。シルト質。
極暗褐色　やや硬　2mm前後のアカホヤ粒極少量、2～3cmのⅦ層ブロック含む。粘性がある。
暗褐色　やや軟　5mm～1cmのⅦ層粒含む。粘性がある。Ⅶ層に類似。

暗褐色　やや軟　2cm前後のⅤ層ブロックを含む。
暗褐色　やや硬1mm前後のアカホヤ粒及び2～3cmのⅦ層ブロックを含む。
暗褐色　やや軟　3～10cmのアカホヤブロックを少量含む。
暗褐色　やや硬　2～8mmのアカホヤ粒少量、1cm前後のⅧ層粒を含む。しまっている。

暗褐色　硬　5mm前後のアカホヤ粒を極少量含む。しまっている。
暗褐色　やや軟　3mm前後のアカホヤ粒含む。2cm前後のⅤ層ブロックを少量含む。

5－1暗褐色　やや硬1mm前後のアカホヤ粒極少量、1cm前後の青灰色ブロックを含む。粘性がある。
5－2　暗褐色　やや硬1mm前後のアカホヤ粒少量、1cm前後の青灰色ブロックを5－1層より多く含む。粘性がある。

8－1極暗褐色　やや軟　5mm～1cmのⅤ層粒を少量含む。粘性がある。
8－2　極暗褐色　やや軟　5mm～1cmのV層粒を含む。粘性がある。

る。遺物の大半が出土するⅢ・Ⅳ層からは既に述べているとおり中世の陶磁器類や弥生土器・土師器等

も小片ながら少量混在している。

縄文時代の遺物と遺構出土遺物について

（1）土器その他（第12図～第19図　表7）

出土遺物のうち遺構出土の土器、その他関連遺物及び包含層出土の比較的破片が大きなものや時期的

特徴を表すものを図化した。

このうち第12図1～4は1号竪穴住居跡（SAl）出土である。晩期前～中葉の土器であろう。5～

12はSA2出土。同様の時期を示す土器類である。ところが関連して住居跡出土遺物として14～15の古

銭が出土している。これらはSA6の床面近くから出土し、調査者がE区竪穴住居跡群の営まれた時期

を考える際に、多くの縄文土器の出土にもかかわらず、他のピット群の埋土や中世遺物混在の包含層の

状況などとともに竪穴住居跡が古代（末）～中世に営まれたものではないかと考えさせられた遺物であ

る。16～46までは土坑出土の土器である。18の早期押型文土器を除いて殆どが晩期前半～中葉の遺物と

考えられる。

第14図47～57は縄文時代早期と考えられる土器である。このうち47・49・51・56・57はⅦ層出土であ

る。47は南九州の岩本式土器相当の土器と思われる。55はⅤ層出土であるが手向山式土器と考えられる。

56・57は同一個体で早期末に比定されている土器である。58は前期曽畑式土器の胴部片か。59は全容が

不明だが宮崎平野部から県北五ヶ瀬川流域に散見される後期中葉頃と考えられる土器であろう。60は後

期前半の貼り付けたか折り返した様な口緑帯に単純な短沈線文を施す土器と思われる。6ト62は県南地

方の後期中葉に見られるいわゆる丸尾式土器であろう。63も条痕や口緑端部の特徴から同時期の所産で

あろう。第15図64～74は貝殻疑似縄文や磨消縄文を施した土器で、75～82はいわゆる黒色磨研土器であ

る。これらは北久根山式・西平式・太郎迫式・三万田式の各土器に相当する。83～90は口緑帯に沈線や

凹線を施す黒色磨研の深鉢形土器で、やはり三万田式・鳥井原式・御領式の各土器に相当する。91～
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S C3

1－1暗褐色硬1mm前後の炭化物粒を極少量含む。非常にしまっている0

1－2　暗褐色硬1mm前後の炭化物粒及び1cm前後のⅥ層粒を極少量含む0し

まっている。

2　暗オリーブ褐色やや硬1cm前後のⅥ層粒を少量含む。

3　暗オリーブ褐色　硬　3、5cmのⅥ層ブロックを含む。しまっている0

4　暗褐色やや硬1～3cmのⅤ層ブロックを少量含む。

5　オリーブ褐色やや硬5mm前後のアカホヤ粒を少量、3～8cmのⅥ層ブロッ

クを含む。

6　暗褐色硬1mm以下の炭化物細粒を少量含む。しまっている0

7　暗オリーブ褐色やや硬5mm～4cmのアカホヤ粒及び同ブロックを少量含む0

8－1極暗褐色やや硬1～3cmの暗褐色土ブロックを少量含む。粘性がある0

8－2　極暗褐色やや硬1～3cmの暗褐色土ブロックを極少量含む。粘性があるo

S C13

1－1にぷい褐色やや硬1mm以下の白色砂粒を含む。1cm前後の黒褐色土粒を

少量含む。

1－2　にぷい褐色やや硬1mm以下の白色砂粒を少量含む。1cm前後の黒褐色土

粒を少量含む。

2－1褐色やや硬5mm前後の暗褐色土粒を少量含む。

2－2　褐色やや硬　5mm～1cmの暗褐色土粒を含む。

3　にぷい褐色硬11Ⅷ前後の白色細粒を少量含む。

4　暗褐色やや硬含有物なし。やや粘質である。

5　暗褐色やや硬1Ⅷ1以下の白色砂粒及び炭化物粒を少量含む0シルト質0

6　褐色やや硬1mm以下の炭化物粒を含む。Ⅴ層に類似0

7　褐色硬1～2mmの白色砂粒を極少量含む。しまっている0

8－1褐色やや軟51皿前後のアカホヤ粒、2～3cmのⅣ層ブロックを含む0

、　　8－2　褐色軟1～3cmのアカホヤ粒及びⅣ層ブロックを少量含む0

9－1暗褐色やヤ硬1mm以下の白色砂粒（ガラス質）及び5mm前後の黒色土粒を

含む。

9－2　暗褐色やや硬1mm以下の白色砂粒（ガラス質）及び2cm前後の黒色土ブ

ロックを極少呈含む。

10　褐色やや軟含有物なし。Ⅴ層に類似。

11　褐色やや軟3～5cmのシルト質ブロックを含む。

12　にぷい褐色やや軟1cm前後の黄褐色土粒及びⅥ層粒を少量含む。

13　にぷい褐色やや硬1mm以下の白色砂粒（ガラス質）、3cm前後のシルト質

ブロックを少量含む。

14　暗褐色やや硬含有物なし。粘性を帯びしまっている。

15　褐色やや軟2cm前後の暗褐色土ブロックを含む。

16　黄褐色軟1mm以下のATと思われる粒を極少量含む。Ⅹ層に類似0

17　にぷい褐色やや硬1～2cmの黄褐色土ブロック、刃層ブロックを含むDシルト

質。

18　暗褐色やヤ硬2cm前後の黄褐色土ブロックを少量含む。やや粘性がある0

19　暗褐色やや軟1mm以下のAT粒を極少量含む。

20　極暗褐色やや軟2mm前後のAT粒及び2cm前後の刃層ブロックを含む。

第11図　布平遺跡Ⅵ層上面検出土坑実測図（2）
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第12図　布平遺跡出土土器実測図（1）※SA6出土銅銭拓影を含む　　　S＝1／3
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第13図　布平遺跡出土土器実測図（2）　　　S＝1／3
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第14図　布平遺跡出土土器実測図（3）　　　S＝1／3
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第15図　布平遺跡出土土器実測図（4）　　　S＝1／3
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第16図　布平遺跡出土土器実測図（5）
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第17図　布平遺跡出土土器実測図（6）
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第18図　布平遺跡出土土器実測図（7）　　　S＝1／3
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第19図　布平遺跡出土土器（8）・土製品・石製品実測図

102は三万田式～後期末あるいは晩期初頭と考えられる時期の浅鉢形土器である。103～108は晩期前半

の口縁帯を有する深鉢で沈線を施すものや無文のものである。109～127は同じく晩期前半の黒色磨研の

浅鉢である。128～143は無文の口緑帯下部が肥厚して突出するもので貼付突帯文を有するものも含まれ

る。いわゆる無刻目突帯文土器の類である0144～146は従来から黒川式期の浅鉢とされる土器である。

147～155は各期の底部である。156～162は有孔または穴のない円盤状土製品と有孔円盤状石製品である。

163は三万田式期の高杯形土器脚部片と思われる0164は手捏ねの土製品、165～166はⅣ層・Ⅴ層出土の

硬玉製（薪翠輝石）管玉と勾玉である。管玉は側面にも未貫通の孔があく。

（2）石器類（第21図～第26図　表8）

石器類は土器と同じくⅢ・Ⅳ層出土のものが多くを占める。ここでは剥片石器から礫石器の順に主に

－27－



層ごとに図示する。石器も多量に出土しているが、図化できなかったものも全て計測表ならびに図版に

示した。もっとも多いのは打製石斧である。打製石斧は短冊形（第23図80）あるいは幅が狭く細身のい

わゆる石鎌類（第23図8ト82など）を含むものが最も多く（I類）、バチ形あるいは基部先端が三角形に

尖るもの（Ⅱ類　第23図83～90）が次に多い。また、そのほかに肩部を有するものも少量であるが出土

している（Ⅲ類　第24図9ト96）。全ては図化できなかったが、その外形をまとめたものが第26図である

（整理初期の作成のため多少異類のものも混入している）○このほか、磨製石斧も多くはないが出土し

ている。その殆どは破損品である。また、磨石・敲石の出土量に比べると石皿や台石類はごく少ない。

石錘も極めて少ない。特筆すべき石器として第25図122～125の石刀・石棒があげられる。県内でも4例

前後しか出土していないと思うが、近くでは高千穂町の陣内遺跡で両方の出土例がある。石器組成につ

いては言及できなかったが狩猟用具や工具類の多さが目立っている。

弥生時代以降の遺物（第20図）

167は複合口緑壷の拡張部で外面に櫛措波状文が施される。168は鉢形をなすと考えられ、口綾部に突

帯、さらにその直下に2条の突帯がつく。169は葉形土器の胴部で、縦に3条のミミズ張れ状の突帯3条

とその両側に縦方向に刻み目が施される。170は壷形土器の肩部で2条の突帯が付される。171は葉形土

器の底部で平底を呈す。172は複合口緑壷で拡張部が外傾し、櫛措は見られない。173・174は布留系の

葉形土器で口綾部はやや内湾しながら外傾する。内外面ともナデ調整○明らかに他の土器と器壁の厚さ、

胎土が異なるが、畿内地方の搬入品というわけではない。175・176は壷形土器の底部で丸底を呈す。

177は葉形土器の頚部で口綾部は外面が狙いパケメ、胴部はタタキの後、ナデ調整。179・180は古墳時
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第20図　布平遺跡弥生時代以降出土遺物実測図
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第21図　布平遺跡出土石器実測図（1）　　　S＝2／3
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第22図　布平遺跡出土石器実測図（2）
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第23図　布平遺跡出土石器実測図（3）
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第24図　布平遺跡出土石器実測図（4）　　　S＝1／3
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第26図　布平遺跡出土打製石斧形態別比較図（1／2）

代の痍形土器で、内外面ともていねいなナデ。181は須恵器高杯の杯部で下半に突帯を有する。182は土

師質の葉形土器で外面格子目タタキ、内面横ナデ。183は東播系こね鉢、184も須恵質のこね鉢で口綾部

は平口緑をなす。185は土師質の小皿で糸切り底。186～193は青磁である。186・192は線描蓮弁文碗、

188～190は端反り碗の口緑部、193は皿（角皿）の可能性がある。194・195は白磁で、195は高台がアー

チ状をなす小型の皿である。江戸時代の遺物として寛永通宝（196・197）が2枚出土している。ほかに

図示していないが、時期不明のフイゴの羽口の小片や土鈴と推定される破片も出土している。

第4節　まとめ

ここで布平遺跡の遺構の時期について述べてまとめにしたい。当時の調査者は、調査終了後の概要報

告で遺構の時期を埋土状況と検出面で分けている。その際判断に大きく影響した遺物はやはり第12図14

～15の古銭とSAlのピットから出土したとされる白磁片（現在所在不明）であろう。Ⅴ層上面で検出

された遺構はその埋土が上層の黒褐色土・暗褐色土系の土であり、縄文遺物は多量に出土したが混在す

る中世の遺物（15世紀を中心とする前後）の時期にピット群は比定されている。ただ、竪穴住居跡は古

代末～中世かとされたが、Ⅲ～Ⅴ層から出土した古代の土師器等は摩耗した小片で決め手に欠ける。

方で竪穴住居が中酎こも営まれるのかという疑問も残る。調査中に焼土面や硬化面の存在から竪穴住居

跡と認定されたため一度は否定された「掘立柱建物用の削平した整地部分」という考え方も再考の余地

があると思う。またⅥ層検出の土坑は縄文時代とされているが年代測定をしたSC3、縄文晩期の遺物

が出土したSC12・13以外は暗褐色埋土のみで時期を決めがたい。時期不明とした方がよいと思われる。
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、′、血　　　　 ロロ　　 の　　 容

報告書

番号
出土区 部　 位 文　　　 様 調　　　 整

色　　 調
胎　 土　 の　 特　 徴 備　　　 考

外　 面 内　 面

1 S A l
浅鉢

頸部
内外面とも横の方向のヘラミガキ　 lこぶい黄横目こぶい黄橙

1 mm 以下の光沢のある黒色角柱状の鉱物粒、灰白色

の岩片を含む

内面の一部にスス状の
黒い部分あり

2 S A l
深鉢 タt面　 積・斜方向に板状工具によるナ

・一一・I にぷい樟 にぷい橙
2 mm 以下の光沢のある黒色角柱状、白色半透明の鉱

有田パ打n中⊥　　A

外面の所々にスス付着

か
口縁部 7‾

内面　 丁℡な横ナデ
物粒、乳白色の微細粒を己む。

3 S A l
深鉢

口縁部　　 ′

無刻目突帯文、内面に浅い
兜線

丁

内夕摘 横方向のナデ　　　 l
こぶい赤褐

褐灰
褐灰 3mm 以下の灰白の小石、茶褐色の岩片を含む

4 S A l
深鉢

底部
夕t面　 粗いナデ　 内面　 ナデ　　　 l

±

こぶい赤褐 オリーブ黒
3mm 以下の灰白色の岩片、無色透明・光沢のある黒
色角柱状の鉱物粒、橙色の砂粒を含む

外面風化 （剥離）著し

い

5 S A 2
深鉢

口緑部

浅鉢

頸部

外面　 横ナデ・一部横方向の貝殻条痕
文残存
内面　 横ナデ　 風化気味

にぷい黄褐 黄褐
1 mm 以下の光沢のある透明、黒色鉱物粒及び白色不

透明の鉱物粒を含む
外面にスス付着

6 S A 2

J（

内外面とも横方向の丁寧なヘラミガ
キ

暗灰 ・灰 暗灰 ・灰黄
1 mm 以下の灰白色の岩片、光沢のある黒色角柱状、

白色不透明の鉱物粒を含む

7 S A 2
深鉢

口縁部
無刻日突帯文

外面　 横方向、一部斜方向のナデ。
内面　 横方向のナデ

にぷい褐 にぷい橙
2 mm 以下の褐色不透明な角のある鉱物粒、白色不透

明な鉱物粒を含む

、′、　　　　　 、犬　やや黄色昧ある、秀明

外面スス付着

8 S A 2
深鉢

口緑部

深鉢

口緑部

無刻日突帯文 内外面とも全体的に粗い横ナデ。 褐 褐 1 mm の光沢のある黒色角柱1 、　　　　　　 辺

の鉱物粒、1 mm ～ 3 mm 大の灰白色・灰色の岩片を
含む

外面わずかにスス付着

9 S A 2 無刻目突帯文
外面　 粗い横ナデ・指頭痕あり
内面　 ナデ　 風化気味

にぷい黄橙 にぷい黄橙
5 mm 以下の褐灰の礫、白色不透明の岩片、光沢のあ

る黒色角柱状の鉱物粒を含む

10 S A 2
深鉢

底部

タト 底面　 粗いナデ
内面　 ナデ

、　　、ヽ

にぷい黄褐 にぷい黄褐
4mm 以下の光沢のある黒色角柱状、黒色透明、黒褐

色の鉱物粒、5 mm以下の灰白・茶褐色の岩片を含む

11 S A 2
深鉢

底部

外面　 丁寧な横ナテもしくはミカキか

底面　 ミガキか
内面　 ミガキ

にぷい褐 にぷい黄喝
3 mm 以下の光沢のある黒色角柱状、無色透明の鉱

物粒、灰白の小石、乳白色の岩片を含む

外面　 調整による凹み

12 S A 2
深鉢

底部

深鉢

外面　 横 ・斜方向にナデ。工具痕あり。
にぷい赤褐 にぷい黄褐

1 mm 以下の白色半透明、光沢のある黒色鉱物粒、5
底面　 ナデ
内面　 ナデ

mm以下の灰白色 ・にぷい赤褐の岩片を含む　　　　 あり

13 S A 4
外面　 粗い横ナデ、縦横に工具痕あり。にぷい黄褐・ 暗灰黄 ・ 1mm以下の白色半透明、光沢のある黒色角柱状の鉱 夕価 に一部ススあり

胴部 内面　 粗い横ナデ、強い工具痕あり 黒褐 黒褐 物粒を含む

床上5 ～10cm 前後
14 S A 6

S A 6

S C 2

銭

銭

開元通賓

元符通蛮15
床上約5 cm、破損

16
深鉢

胴部

外面　 横ナデ
内面　 横ナデ・剥離

にぷい黄橙 明褐
3 mm 以下の光沢のある黒色鉱物粒、1 ～4 mm の灰白

で不定形な岩片を含む
外面下半にスス付着

17 S C 3
浅鉢

口緑部

深鉢

5 条の沈線文 内外面ともヘラミガキ 灰 灰オリーブ 0．5mm 以下の黒褐 ・灰白の粒を含む

18 S C 4 楕円押型文
外面　 縦ナデか 明赤褐

明褐
2mm 以下の褐灰粒、光沢のある透明及び黒色角柱状

l．⊥1　　　　　A　ヽ
口緑部

深鉢

内面　 横ナデか にぷい黄褐 の鉱物粒、5 mm 大の灰白石片を己も

19 S C 5 無刻目突帯文
外面　 横ナデ にぷい黄橙 にぷい黄

1mm 以下の光沢のある透明、黒色角柱状の鉱物粒、

⊥　　　　　　　　　　　　　　　　　　LU　　　　　A　ヽ
口縁部

深鉢か

口緑部

深鉢

口緑部

深鉢

口緑部

深鉢

ロ縁部

内面　 丁寧なナデ にぷい橙 灰白の鉱物粒、2mm 大の灰白石片を合も

20 S C 8 6～ 7 条の沈線文 内外面とも横ナデ 灰黄褐
暗オリーブ

褐
5 mm 以下の灰白、赤褐、光沢のある透明、浅い橙の
鉱物粒を含む

21 S C 9 無刻目突帯文 内外面とも横ナデ 褐 褐
3 mm ～ 6 mm のにぷい黄褐で不定形な岩片、2 mm 以

下の光沢のある黒色鉱物粒、灰白の微細粒を含む
外面　 薄くスス付着

22 S C lO 無刻目突帯文 内外面とも横ナデ
明赤褐

にぷい黄褐

橙
灰オリーブ

2 mm 以下の光沢のある透明・黒色角柱状の鉱物粒、

黒色の鉱物粒を含む
外面　 黒変

23 S C lO 無刻目突帯文 内外面とも横ナデ 橙 ・灰
橙

灰オリーブ

2 mm 以下の微細で透明 ・光沢のある黒色角柱状の
鉱物粒、灰白及び褐灰の岩片を含む

外面　 スス付着

24 S C 11
浅鉢

胴部
内外面ともヘラミガキ 暗オリーブ褐 黄褐

微細な光沢のある透明・黒色鉱物粒、白灰の岩片を
含む

l．．U　　　　　　　　　　　　ヽ　　　　　ヽ′、

黒色磨研土器

25 S C 12
深鉢 5 条の沈線文 （一周したつ 外面　 横ナデ。 にぷい赤褐

にぷい赤褐 1 mm ～5．5mm 大の灰白の石片、2．5mm 以下の光沢の

ある黒色角柱状、無色透明　 やや黄色味のある透口縁部 なぎ目が合わない） 内面　 横ナデ。指押さえの凹みあり 黄灰 ヽ
明の鉱物粒を含む

26 S C 12
深鉢

口縁部

3 条の沈線文 （所 つ々ぶれ

ている）

外面　 横方向のナデ　 内面　 横ナデ・
灰黄褐 灰黄褐

1 mm ～ 3 mm の灰白の岩片、2 mm 以下の光沢のある 外 ・内面とも少量のス
ヘナラデ状の工具痕あり一部横方向

に条痕が見られる。
黒色角柱状、やや黄色味のある透明の鉱物粒を含む ス付着

27 S C 12
浅鉢

ロ縁部
1 条の沈線文

外面　 横方向の丁寧なヘラミガキ。工

具が強くあたった痕あり。
内面　 横方向のヘラミガキ。

黄褐 ・黒褐 責褐 ・黒褐 微細な黒褐、灰白の鉱物粒を含む 外 ・内面　 黒変あり

28 S C 12
浅鉢

ロ縁部

外面　 横ナデの上にミガキ
内面　 ミガキ（風化気味）、横方向か

にぷい黄 黄褐 微細な灰白、光沢のある透明・黒色の鉱物粒を含む
焼成後穿孔 （円形）あ

り

29 S C 12
深鉢

口緑部
無刻目突帯文 内外面とも横ナデ 橙 橙 4mm 弱の浅黄橙の岩片を少し含む

30 S C 12
深鉢

口縁部

深鉢

無刻目突帯文 内外面とも横ナデ 橙 明褐 2 mm 以下の灰貴、黒褐、灰白の鉱物粒等を含む 外面にスス付着か

31 S C 12

外面に1 条の沈線文、凹点

一、　　　　　女＿
外面　 横または斜方向のナデ。 橙 橙

2 mm 以下の茶褐色、乳白色、黒褐色、微細な光沢鉱 32と同一個体

口緑部 文1 か所、内面に浅い1 木

の沈線文

内面　 ナデか 物粒を含む

32 S C 12
深鉢

口縁～胴部

／Jq

棒状工具による1条の沈線
文、内面にごく浅い沈線文

外面　 横ナデ。口緑端部に棒状工具で

沈線をつけ、突帯状に作りだす
内面　 横ナデ

橙 橙
3 mm 以下の茶褐色、乳白色、微細な光沢鉱物粒を含

む

‘33 S C 12
浅鉢

底部

外面　 縦方向のヘラミガキ
内面　 横方向のヘラミガキ（光沢がな
い）
底面　 へラミガキ

にぷい黄 浅黄 ・灰黄
2 mm以下の光沢のある黒色角柱状の鉱物粒、光沢あ

る透明 ・灰白・褐灰の鉱物粒を含む
上げ底

34 S C 12
深鉢

　 、
外面　 横方向のヘラミガキか
内面　 横方向にヘラナデか にぷい黄橙

にぷい黄橙 1 mm 以下の白色透明、光沢のある黒色角柱状の鉱物

…．L　　A　ヽ

外面の一部に炭化物付
着

底部 底面　 横方向のヘラナデ又はへラミ
ガキの風化したもの。

浅黄 粒、1mm ～ 5mm の灰黄褐の砂粒を合も

35 S C 13
浅鉢

口緑～胴部

浅鉢

口緑～底部

深鉢

2 条の沈線文

外面　 横方向のヘラミガキ。 内面
ご黄褐・黒褐

にぷい黄橙 微細な透明光沢鉱物粒及び0．5～2 mm 大の灰白の岩 外面の一部にスス付着

上部横方向のヘラミカキ、下部横ナ丁

のち軽く縦方向のヘラミガキ

暗灰黄 片を含む （頸部多い）

36 S C 13 内面口縁部に1条の沈線文 内外面　 横方向のヘラミガキ。 黒褐 にぷい黄褐
微細～2 mm の透明、浅黄橙、黒色及び1．5mm 以下の

光沢のある黒色鉱物粒等を含む

外面にスス付着、内面
に炭化物が薄く付着

37 S C 13
β

外面　 横方向にナデ （光沢が．みら

る）。
れ

黒褐 褐 2mm 以下の透明、光沢のある黒色角柱状の鉱物粒及

…．⊥　　一∠ゝ．　ヽ

外面に部分的にスス付
着、内面　 一部黒変、

口縁～胴吾 内面　 横及び斜方向にナデ。横方向
貝殻条痕文あり。

の　 にぷい黄褐 オリーフ褐 ひ3mm 以下の褐灰、にぷい黄橙の鉱物粒を合も 炭化物あり
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報告書

番号
出土区 部　 位 文　　　 様 調　　　 整

色　　 調
胎　 土　 の　 特　 徴 備　　　 考

外　 面 内　 面

38 S C 13
深鉢

口綾部
外面　 横ナデ。指頭痕あり。
内面　 横ナデ。やや光沢あり

【．．’　　　　士

にぷい褐 にぷい黄褐
3 mm 以下の灰白色、黒褐色、茶褐色及び2 mm 以
の光沢のある黒色鉱物粒を含む

下 竺雷雲笠等 ㌶ 語

帯あり

39 S C 13
深鉢

5 条の沈線文
外面　 横ナナ。貝殻条疲らしきものあり

と
O　にぷい赤褐 にiくい赤褐 0・5mm ～5．5mm 大の灰白色の岩片、3 mm 以下の光う尺 外面の一部にスス付着

口線～頸部 内面　 やや風化丸味の横ナデか、所々
に浅い指押さえ痕

にぷい褐
し＿ノ　　　　　′　ヽ

灰褐・暗灰黄 冒書芸黒色角柱状、やや黄色味のある透明の鉱酬 ヽ立内面部分的に黒変 （ス
ス付着か）

立外面にスス付着
40 S C 13

深鉢
無刻目突帯文 外面　 横ナデ。指頭圧痕あり

にぷい褐 橙 ・灰黄褐
3 mm 以下の灰褐色、乳白色、黒褐色、茶褐色を多く

口緑部

深鉢

CI内面　 横ナデ
含み、光沢のある黒色角柱状、白色不透明の鉱物賽
を含む

41 S C 13 無刻目突帯文 外面　 横ナデ。貼付突帯。
黄褐・暗灰 明褐 1mm 以下の光沢のある’秀明　 黒色角柱状の鉱　 …⊥、外面にスス付着、内面

の一部黒変
口緑部 内面　 横ナデ。

‾－　　　ヒ；

黄 灰オリーフ ／　　　 黒互 、　　　 王　　 私物粒
2mm 以下の赤褐、褐灰の岩片を含む

42 S C 13
深鉢

無刻目突帯文
外面　 横ナァ。指腹痕 らしい圧痕あ
り、貼付突帯

にぷい黄褐
にぷい褐 1mm ～ 4mm の灰白色の砂粒 1　 の光沢のある黒

外面にスス付着口緑部 内面　 横ナデ。板状工具のような条痕
あり

外面　 横ナデか、ミガキの風化したも
のか
底面　 ナデか
内面　 横ナデか

．・．・・・．－I

にぷい褐 プ　址、　　mm　　　 ノ
色鉱物粒を含む

43 S C 13
深鉢
底部 明赤褐 にぷい褐 4 mm 以下の灰白色、灰褐色、茶褐色の砂粒　 3 m

以下の光沢のある黒色角柱状の鉱物粒を含む
m 内底面に炭化物付着

44 S C 13
深鉢 外面　 横ナ丁の上を一部横へラミカ

キか にぷい橙 灰黄褐
3・5mm 以下の茶褐色、灰褐色、灰白色、黒色及び微

底部

深鉢

口緑部

深鉢

内面　 ナデ
底面　 ナデか？

細な砂粒、2mm 以下の光沢のある黒色角柱状の鉱物
粒を含む

45 S C 14 3 条の沈線文 内外面とも横ナデ オリーブ黒 オリーブ黒
3mm以下の白色半透明で鈍光沢、灰白で半透明、光
沢のある黒色角柱状の鉱物粒を含む 外面にスス付着

46 S C 18

J山

外面　 横ナデ、一部斜方向に貝殻条
黄褐・暗灰黄 褐

2 mm 以下の白色透明、光沢のある黒色角柱状の鉱
外面下部をとりまくよ
うに指押さえ痕がある

底部 痕痕。
内面　 ナデ

物粒、2 ～3 mm 大の褐灰、5 mm 大のにぷい褐の岩
片を含む

47
C 区 深鉢

口線端部に棒状工具による
斜位の押圧刻み、貝殻腹緑
によると田

外面　 横方向の浅い貝殻条痕文 にぷい褐
にぷい褐 3　 以下の灰　 色　　　　　　　　　 山　　 ノ

口緑は小波状Ⅷ層 口緑部
他、われる横方向の

連続刺突文、横位の貝殻腹
緑刺突支線

⊥山上　一

内面　 横ナデもしくは貝殻条痕文 褐灰 mm　　　 火褐 、乳白色、黒褐色の石片、微細な
白色不透明の鉱物粒を含む

48 G 区
深鉢

口綾部

口緑端部に棒状工具による
連続押圧刻み、縦位の貝殻
による有軸羽状の連続刺突
一　」又

山山

外面　 ナデ
内面　 斜方向にナデ 橙 ・黒 橙

1mm 以下の黒褐色、灰褐色の岩片及び微細な白色不
透明の鉱物粒を含む 口線は小波状

49
G 区

Ⅶ層
深鉢

口縁部

口緑砺部に棒状工具による
連続押圧刻み、斜位の貝殻
腹緑連続刺突文、横方向の
沈線文

外面　 丁寧な横ナデか
内面　 横ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 微細な黒、茶、灰色の岩片及び微細な白色不透明の

鉱物粒を含む
口緑は小波状、外面は
剥離多い

50
F 区

Ⅵ層

B 区

Ⅶ層

E 区

Ⅱ層

E 区

Ⅲ層

G 区

Ⅱ層

深鉢

口綾部

深鉢

口緑部

深鉢

胴部

横方向に山形押型文、内面
は斜方向に山形押型文 内面下部　 横ナデか 褐 褐 3 mm 以下の光沢のある黒色角柱状、無色透明の鉱物

粒を含む

5 1 内面に縦位平行押型文、横
方向の山形押型文 外面　 横ナデか 橙 にぷい黄橙 2 mm 以下の光沢のある黒色角柱状、白色半透明、無

色透明の鉱物粒を含む 焼成後穿孔あり

52 横方向の山形押型文 内面　 横ナデ にぷい橙 にぷい褐 2mm 以下の光沢のある黒色角柱状、白色半透明の鉱
物粒及び3mm 大の茶褐色岩片等を含む

53
深鉢

胴部

深鉢

胴部

横方向の小さな山形押型文 内面　 横ナデ 橙 にぷい黄橙
3mm以下の光沢のある黒色角柱状、白色不透明の鉱
物粒を含む

54 格子目押型支 内面　 横 ・斜方向のナデ 橙 橙
2 mm 以下の無色透明、光沢のある黒色角柱状の鉱
物粒、灰・茶褐で角のやや丸い岩片及び6mm 大の黄
褐で角の丸い岩片等をムむ

55
A 区

Ⅴ層
深鉢　 胴部 斜めの沈線文、その下に刻

み目のある貼付突帯文

外面　 横ナデ
内面　 縦ナデか、指押さえ痕が多くみ
られる

浅黄 灰オリーブ

己

1 mm 以下の光沢のある透明、褐色の鉱物粒を含む

56
E 区 深鉢 口緑端部に棒状工具による 外面　 貝殻条痕文

橙
にぷい黄橙

3mm 以下の光沢のある黒色角 、’、ノ、　　 蝕 口緑は緩く波打ち軽い
Ⅶ層他 口緑～胴部 連続押圧刻み、胴部は斜方 内面　 横・斜方向のケズリか　 一部に J　　　　　　 柱状、光沢のあるハ“色

透明で角柱状の鉱物粒、4 mm 以下の赤褐色、黒色・
茶褐色の岩片を含む

波状口緑か　 外面にス
下半 向の貝殻条痕文 　ヽ　　　ロ貝殻条痕文、風化気味

士

にぷい黄橙 ヽス付着、内面に炭化物
付着

57
E 区

Ⅶ層

深鉢

底部
斜方向の貝殻条痕文。

外面　 縦ナァの上を貝殻条痕又
内面上部ケズリか、所々に貝殻条痕文
が見られる、下部はナデか、
底面　 ナデ。光沢あり。自色物付着

にぷい橙 にぷい橙
2 mm以下の茶褐色の岩片、無色透明の光る鉱物粒、
黒い砂粒を含む

56と同一個体と思われ
る。外面全体に黒い粒
がついている。底 は
丸っこい平底

58
B 区 深鉢 上部から横 ・斜方向の沈線 外面　 ナデ

内面　 横及びやや斜方向のナデ。工具
痕あり

浅黄 にぷい黄
2 mm 以下の光沢のある透明、黒色角柱状の鉱物粒

Ⅳ層 胴部 文 （折帯文か） 5 mm 大の淡黄及び灰色の岩片、1 mm 前後の灰白の鉱
物粒を含む

59
B 区

Ⅴ層
鉢 か 斜方向の多条の沈線痕

ー立　　－

外面　 斜方向のナデ
内面　 横 ・斜方向の貝殻条痕文 橙 にぷい橙

1 mm ～ 3 mm の灰白 ・灰褐・茶褐で角のある岩片を
含む

60
A 区Ⅳ層

G 区Ⅴ層

B 区

Ⅴ ・Ⅵ層

深鉢

口緑部
口唇部に棒状工具による連
続押圧刻み、口緑帯に連続
する斜めの短沈線文

外面　 横ナデ
内面　 斜方向のナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙

2 mm 以下の灰白、茶褐の岩片及び光沢のある黒色角
柱状の鉱物粒を含む 波状口緑

61
深鉢 頸部付近に貝殻腹緑による 外面　 斜め又は横方向の貝殻条痕文

の後、一部斜方向のナデ 赤褐 明赤褐
0・5mm ～ 2 mm 大の灰白色の岩片、微細～1．5mm 大の

外面に部分的にスス付
着他

G 区Ⅲ層

B 区Ⅳ層

B 区

Ⅴ層

B 区
Ⅳ層

G 区

口緑～胴部 斜位の連続刺突支 内面　 横方向の貝殻条痕文の後、横ナ
デ

にぷい黄橙 無色透明の鉱物粒、0．5mm ～ 3 mm 大の褐鉄鉱粒を含
む

62 深鉢　 頸部
貝殻腹緑のよる斜位の連続
刺突支

外面　 横方向の貝殻条痕支
内面　 横 ・斜方向の貝殻条痕文 橙・にぷい褐 明赤褐

1・5mm 以下の灰白色の岩片、無色透明の鉱物粒及び
2 mm大の灰色の岩片を含む

63
深鉢

口線～胴部

ー虚　一　　去こ　、　　一一

外面　 横 ・斜方向の貝殻条痕文
内面　 横・斜方向の貝殻条痕文 （やや
ケズリ気味に強く）、一部横ナデ

赤褐 暗褐 3 mm 以下の灰白色、赤褐色、6mm 大の炭黄色の岩片
微細～1 mm 大の黒色透明の鉱物粒を含む

外面の所々にスス付着、
内面は部分的に炭化物
付着

64
深鉢か

口唇部
口唇郡に3 末の沈線文、貝
殻腹線の押圧による疑似縄
文

内外面とも横ナデ にぷい黄橙 灰黄褐　 寺微細～1mm の灰白、茶褐色の岩片を含む 上面施文土器

65
浅鉢　　 ヰ黄方向の沈線支、その間に 外面　 横方向のミガキ

オリーブ黒 にぷい黄橙 15mm 以下の光沢のある黒色角柱状、無色、秀明 外面に部分的にスス付
着

Ⅳ層

巨区

Ⅱ層

B 区

口緑部

鉢

口緑部

鉢

貝殻疑似縄文 内面　 横方向のヘラナデ 黄灰 ノ　　　　　　　 王 、ハ、、疋互　の鉱
物粒、0．5mm ～1．5mm 大の灰白色の岩片を含む

66 口緑端部に縄文

横方向の深く鋭い沈線文の 夕
郡こ斜方向の平行鋸歯状文
か、磨消縄文

外面　 横方向のミガキ
内面　 横方向のヘラミガキ‾（摩耗） 浅黄 ・灰 黄灰

m

2 mm 以下の白色透明、金色の鱗片状の鉱物粒、0．5

m ～ 1mm 大の灰白色の岩片を含む

67 t面　 横又は斜方向の粗なヘラミガキ 灰黄褐
にぷい橙

褐灰
3 mm 以下の光沢のある黒色角柱状　 白色半透明　 黒

内面の風化著しいⅣ層 頸～胴部　 日 内面　 斜め又は横方向の粗なミガキ
か

色透明の鉱物粒、0．5～4 mm 大の灰白色の岩片を含
む

68

69

C 区 深鉢　 票黄方向の沈線文、その上に 夕
lワb　　　　 士ルー　　　 巳 、

t面　 やや斜 ・横方向の粗なミガキ
・．・．－ヽ　　　　ヽ 灰黄褐　 l一・すい黄褐 0・5mm ～1・5mm大の炭白色の岩片、0．5mm ～ 1 mm 大の i皮状口緑　 外面の所々

Ⅳ層 口緑部

夕

J天文、貝取による疑似縄

＿⊥．＿又

t面は3 女・の沈線によ　 ‾

内面　 粗なナデ、斜方向の租なミカキ
口緑部　 横方向のミガキ

黒褐 L dヽ
黒褐

金色で鱗片状、光沢のある黒色角柱状の鉱物粒を含 l
む

こスス付着。木の実様
の圧痕あり

皮状口緑

G 区 深鉢
木　 〟し机吠－し　 る二

雫雲漂 詔 錯 乱 タ摘 横方向のヘラミガキ　　 l
こぶい黄橙＝

こぶい黄褐

こぶい黄橙 筏

明黄褐　 む

散細な光沢のある透明、0 5～1 5mm 大の黒色角柱状
Ⅳ層 口綾部 ている。内面には連続せず

とぎれとぎれの1条の沈線
＿JL＿＿
．叉．

内面 横方向のミガキ又は丁寧なナ l
－Iフ‾

及び0・5～3 mm 大の淡黄、灰白、黄灰の鉱物粒を含 i

ー36－



報告書

番号
出土区 部　 位 文　　　 様 調　　　 整

色　　 調
胎　 土　 の　 特　 徴 備　　　 考

外　 面 内　 面

70
C 区Ⅴ層

／
深鉢

皮頂部に棒状工具による押
圧支、口唇に添って2受竺 夕

＿J・．＿
t面　 ミガキ にぷい黄 橙

0．5mm 以下の光沢のある透明、黒色、0．5～2mm大の
！
皮状口緑

G 区Ⅴ層 口緑部　 ′九線文、その下に対向弧又、

1 条の沈線文、内面は1 条
の沈線文

内面　 横ナデ、部分的にミガキ にぷい黄橙 褐灰、明黄褐、赤褐の鉱物粒を含む

71
A 区Ⅴ層 深鉢

磨消縄文、弧状沈線、縄文 ・
外面　 ミガキ

にぷい黄褐 浅黄
2 mm以下の光沢のある黒色角柱状、茶、灰白、透明
AJト　　　　　　　　⊥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 汲　　l・⊥J　　　　A　、

タt面に部分的にスス付
着

B 区Ⅳ層 頸～肩部 内面　 横 ・斜方向のミガキ 寺の鉱物粒、4 mm 大のにぷい黄橙の石片を合も

72 A 区
深鉢 2 条の平行沈線文、横方向 外面‘横へラミガキ 黒褐 暗灰黄

2．5mm 大の灰白岩片、微細な黒色、無色、無色透明
⊥

夕t面に部分的にスス付
着

胴部 の刺突列点文、磨消縄文 内面　 横へラミガキ で光沢のある鉱物粒を含む

73
B 区 深鉢

外面頸部に刺突列点文。胴
部5 条の沈線文。縄文帯の 外面　 ミガキ 黄褐 にぷい黄褐

白、灰、赤褐の微細粒、1 ～3 mm 大の浅黄色の岩片
を含む

Ⅳ層 璽頁～胴部 左端に刺突による短沈線が
見られる。磨消縄文

内面　 横へラミガキ

74
E 区 深鉢

外面口緑端部に2 条、胴部

に4 条の沈線文、磨消縄文
・廿　　　　虚　一　　如　　　 ・．・‘」

外面　 横方向のミガキ 橙 にぷい橙 光沢のある微細な透明鉱物粒、0．5mm ～ 1 mm 大の浅
／
皮状口緑。外面に少々

Ⅲ層 口緑～胴部 間。頸部に刺天列点又 （突
帯状にやや突出）。内面口緑
端部に1条の凹線文

内面　 横へラミガキ にぷい黄橙 にぷい黄橙 黄橙及び褐灰、褐色の砂粒を含む のスス付着

75
G 区

Ⅲ層

深鉢

ロ緑部

口緑端部に2 条の沈線文、
波頂部に浅い押圧文

内外面とも横へラミガキ にぷい黄橙 にぷい黄橙
3 mm 以下の茶褐色、灰白色の岩片、2 mm 以下の光
沢のある角柱状、白色不透明の鉱物粒を含む ！

皮状口緑

76
G 区 深鉢

内面に1条の凹線文
外面　 横方向のミガキ にぷい赤褐 にぷい褐

2．5mm 以下の灰褐色、灰白色の岩片、微細な白色不

透明の鉱物粒及び光沢のある黒色角柱状の鉱物粒
タ
イ
t面の一部剥離、スス
寸着

外面にスス付着、沈線
の頂部と波頂部がずれ
る

Ⅳ層 口緑部 内面　 横ナデ、ミカキ（一部風化気味） を多く含む

77
A 区

Ⅲ層

深鉢

口緑部
内面に1 条の沈線文 内外面とも横へラミガキ にぷい褐 褐 3．5mm 以下の灰白色、茶褐色の岩片を含む

78
G 区

Ⅳ層

深鉢

口緑部
内外面とも横方向のミガキ にぷい黄橙 にぷい黄橙

3．5mm 以下の灰白色で不定形及び灰褐色、茶褐色の 、

岩片、微細～2mm の白色不透明の鉱物粒などを含む
波状口緑

79
B 区Ⅴ層

D 区Ⅴ層

深鉢

口緑～胴部
内面に1条の凹線文

外面　 縦 ・横方向のヘラミガキ
内面　 横・斜方向のヘラミガキ、横ナ

・－・・17‾

黒褐 にぷい赤褐
2 mm ～ 3 mm の灰黄褐色の岩片、3mm 以下の光沢の

ある黒色角柱状、灰、無色透明、黄褐黒色の鉱物粒
を含む

外面に部分的にスス付
着

80

A 区Ⅲ層

B 区Ⅳ層

G 区Ⅴ層

B 区

深鉢
内面に1 条の沈線文

外面　 横 ・斜方向のヘラミガキ
にぷい黄褐 にぷい褐

4 mm 弱の灰黄褐の礫、0．5～5 mm 大の灰白色で不定
形な岩片　 0．5～2 mm 大の光沢のある黒色角柱状の 外面にスス付着

口縁部 内面　 粗い横へラミガキ ．ヽ
鉱物粒、0．5～5mm 大の灰白色の砂粒を含む

8 1
深鉢 外面　 粗な横へラミガキ にぷい褐 暗灰黄

3mm 以下の光沢のある角柱状、微細で無色透明な鉱
外面にスス付着

Ⅴ層 口緑～璽頁部 内面　 ナデの後に粗な横へラミガキ 物粒を含む

82
G 区

深鉢口緑部
外面　 横ナデのち横方向の粗なミガ
キか （光沢あり） 内面　 横方向のケ にぷい黄橙

にぷい黄 5 mm 以下の淡白色、灰色の岩片及び1．5mm 以下の黒

′ヽヽ　　　　　　　　　　　　　　…．⊥　　．A　ヽ
外面にスス付着

Ⅳ層 ／
ズリののち粗なミガキか

黄灰 色で透明あるいは光沢のある鉱物粒を合も

83
B 区 深鉢 横方向に数回のミガキによ

外面　 横ナデ、横・やや斜方向のヘラ
ミガキ にぷい黄橙 灰黄

微細～1 mm 大の灰白色の岩片、微細～0．5mm 大の黒

色角柱状で光沢のあるあるいは無色透明の鉱物粒、
外面に部分的にわずか
にスス付着

Ⅳ層 口緑部 る3条の沈線文 内面　 横ナデののち横または斜方向

の粗なミガキ

0．5mm ～ 1mm 大の褐鉄鉱粒を含む

84
F 区 深鉢 稜をなす3 条の中を磨いた 外面　 斜方向にミガキ 浅黄 浅黄 微細な透明及び光沢のある黒色、0．5mm 以下の灰白、

・・⊥　　AⅣ層

E 区

口緑部 凹線文 内面　 横方向のミガキ 灰黄 にぷい黄 褐、明褐色などの鉱物粒を昌む

85
浅鉢 か

稜をなす3 条の中を磨いキ
ヽ

外面　 横方向のミガキ 浅黄 にぷい黄橙
3 mm 以下の灰白色、浅黄橙色の岩片、無色透明の鉱

Ⅳ層 ロ緑部 凹線又、斜方向の連続細沈
線支

内面　 横方向のミガキ （風化気味） 物粒を含む

86
E 区 深鉢

稜をなす3 条の中を磨いた

凹線文、凹線の上を山形に 内外面とも横へラミガキ
黄褐

にぷい黄橙
微細な光沢のある黒色、0．5～1 mm 大の灰白、褐及

′ヽ⊥Ⅴ層 口緑部 三角形の削り出し （中は磨
く）

にぷい黄 ひ黒褐色の鉱物粒

87 S C 5
浅鉢

口緑部

中を磨いた稜をなす3 条の
凹線文

内外面とも横へラミガキ にぷい黄褐 にぷい黄褐

微細～1．5mm 大の光沢のある黒色角柱状の鉱物粒、

1mm 以下の灰白色、褐色の岩片、金色で鱗片状の鉱
物片を含む

88
B 区

Ⅳ層

深鉢か

口緑

間が突帯状に突出する2 条

の凹線文

外面　 横へラミガキまたは丁寧なミ
ガキ
内面　 横ナデ

にぷい黄橙 にぷい黄橙
2 mm 以下の黒色、灰白で不定形な岩片、1 mm 以下

の赤褐、灰、黒褐色の微細粒を含む

89
G 区 深鉢

肩部に浅い1条の沈線文

外面　 横方向のミガキ、一部横ナデ
（光沢あり）、丁寧な横ナデ にぷい黄 浅黄

微細な光沢のある黒色、1mm 以下の灰、灰白色の鉱 外面にスス付着

Ⅳ層 胴部 内面　 光沢がうすい横へラミガキ、下
部は雑なミガキ

物粒を含む

90
G 区

Ⅳ層

深鉢

胴部
肩部に1 条の沈線文

外面　 横へラミガキ
内面　 横方向の粗いミガキ、部分的に
横ナデ

オリーブ黒 黄褐
0．5mm ～1．5mm の白色不透明、微細～1 mm 大の灰白

の鉱物粒を含む

9 1
B 区

Ⅳ層

浅鉢

口緑部

外面に2 条の沈線文 （中は
あまり磨かれていない）、内
面に1条の細沈線文

外面　 横へラミガキ
内面　 横方向のミガキ、横ナデ

黒 にぷい赤褐
微細～ 1mm大の無色透明、光沢のある黒色角柱状の

鉱物粒、微細～1．5mm 大の灰白色の岩片を含む

92
G 区

Ⅲ層

浅鉢

口緑部
中を磨いた3 条の沈線文

外面　 横 ・斜方向のミガキ
内面　 横方向のミガキ

にぷい黄褐 暗灰黄
微細～1．5mm 大の灰白色の岩片、微細～1 mm 大の光
沢のある黒色角柱状、無色透明の鉱物粒を含む

外面の所々にスス付着、
焼成後穿孔あり

93
A 区 浅鉢

中を丁寧に磨いた4 条の沈

線文、口緑端部から間をあ 外面　 ミガキか にぷい黄
暗灰黄

微細～1 mm大の透明及び光沢のある鉱物粒、1mm前

l・⊥　　AⅤ層 口縁部 けて3 か所の斜方向の連続
した細短沈線文

内面　 丁寧なナデ 暗灰黄 後の灰白色の砂粒を昌む

94
C 区 浅鉢

外面頸～肩部に2 条の中も
磨いた沈線文、肩部に斜方

ヽ
外面　 ミガキ、横方向のミガキ オリーブ黒

にぷい褐 微細な透明及び光沢のある黒色鉱物粒、1mm前後の 波状口緑、外面に部分

Ⅲ ・Ⅳ層 口緑～胴部 向の達線した細短沈線又、
内面口緑端部に1条の沈線
文

内面　 横へラミガキ 灰黄褐 灰白及びにぷい赤褐の砂粒を含む 的にスス付着

95
B 区 注口土器 4 条の太めの沈線文、斜方 外面　 丁寧なナデか 浅黄橙

にぷい黄橙
にぷい黄橙

微細な光沢のある黒色、1 mm 前後の灰白、黒褐、褐
⊥　　　・、　　A

Ⅳ層 の頸部か 向の連続した細短沈線文 内面　 ナデ、工具痕あり 色の鉱物粒などを昌む

96 S C 13

浅鉢もしくは

注口土器

胴部

磨きによる凹線文、弧状の
突帯文の中に横方向の突帯
文、下の2 本は貼付突帯か

外面　 横へラミガキ
内面　 横方向のミガキ、横ナデ

褐灰 灰黄褐
微細～1mm 大の灰白色の岩片、微細～0．5mm 大の光

沢のある黒色、無色透明などの鉱物粒を含む

97
E 区

Ⅳ層

浅鉢

肩部

磨きによる稜をなす凹線文

短い細線羽状文

、外面　 横へラミガキ
内面　 粗な横へラミガキ

にぷい黄橙 灰黄褐
微細～1．5mm 大の光沢のある黒色角柱状、無色透明

の鉱物粒、灰白色の岩片を含む

98

99

G 区 浅鉢
横ナデによる凹線文。光沢
はあるが横筋も見られる。 外面　 横へラミガキ、横ナデ にぷい黄橙

暗灰黄

にぷい黄橙

黄褐
オリーブ黒

0．5mm以下の灰白、赤褐の微細粒、1mm以下の無色

Ⅳ層

G 区
Ⅳ層

口緑～肩部

浅鉢

ロ緑～胴部

間は稜をなし突帯状に突出
する。

口縁部に磨きによる2 条の
凹線文、胴部に1 条の沈焉
文

内面　 横へラミガキ

泉内外面とも横へラミガキ

透明の鉱物粒を含む

微細～1 mm 大の光沢のある透明及び黒色の鉱物粒、
1mm 前後の灰白及び赤褐色の砂粒を含む
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番号
出土区 部　位 文　　　 様 調　　　 整

色　　 調
胎　土　の　特　徴 備　　　 考

外　面 内　面

100 E区

G区

Ⅳ層

G区

浅鉢
口緑部に2条の沈線文（中
は磨かない）。2条の沈線の
間が　やや突出したよ‾l

外面　横へラミガキ
‾　内　　　 密か　　 ‾ご　　　　 一、′’ にぷい黄 にぷい黄 光沢のある微細な、秀明　黒色の鉱物粒　微細～15

小さな波状口縁になる
ムヒ　　　ゞ口緑～胴部

浅鉢

口緑部

日　、　　　　　　　　 し　　つ
見える。肩部に1条の沈焉
文

し　面　TT a横ナァ。わずかに光沢あ
泉　り

灰オリーブ．灰オリーフ・・大の灰黄の砂遠を芸む、　　 址瀾l ・mm可日ヒ性力ある。口緑帯
幅が左右で2．5mm程違
う

101 中も磨いた2条の沈線文 内外面とも横へラミガキ オリーブ黒
灰オリーフ

黄褐
．．灰オリーフ

微細な光沢のある透明あるいは灰白の鉱物粒を含
’－　む

102 浅鉢 1条の細い沈支線 外面　横方向にミガキ にぷい黄橙にぷい黄橙微細な1mm前後の乳白　黒褐　灰褐色叫　 由、秀
Ⅲ層

B区

Ⅲ層

G区

Ⅲ層

口線～胴部

深鉢

口緑部

内面　横へラミガキ 褐灰 褐灰 一　　　　 別　　　 、　 、火　　石・片、ハ、、色ユ道
明、黒色の鉱物粒を含む

103 7条の細い沈線文 にぷい黄褐にぷい黄褐1mm～6mm前後のにぷい橙の岩片、1mm以下の光
沢のある黒色、白色不透明の鉱物粒を含む

ノ

104
深鉢

口緑部
3条の沈線文 外面　ナデ、横ナデ

内面　横ナデ 黒褐 褐 6mm以下の暗赤褐、灰白の岩片、3mm以下の光沢
のある黒色、灰白の鉱物粒を含む

外面の所々にススが見
られる

105 G区

Ⅲ層

G区

Ⅳ層

深鉢

口緑部

弧状あるいは横走の多条沈
線文

外面　斜又は横方向のナデ
内面　横ナデ にぷい褐 暗灰黄 2mm以下の黒色、黄灰、3mm以下の光沢のある黒

色、無色透明の鉱物粒を含む

106
深鉢

口緑部
（無文の口緑帯） 内外面とも横ナデ にぷい黄褐にぷい黄褐

浅黄橙で不定形な岩片、微細～3mm大の灰白の岩片

0・5m．m～1．5mm大の鈍い光沢のある黒色の鉱物粒を含
む

内外面の一部にススや
炭化物付着

外面に部分的にスス付107

G区
I・Ⅲ・Ⅴ

深鉢
（無文の口緑帯） 外面　横ナデ

暗褐 にぷい黄褐
0・5mm～5mmの灰白の岩片及び微細～5mm前後の黒

　ヽ′　ヽ
層 口緑～胴部

深鉢

内面　横ナデ、ナデ 色、1mm以下の白色半透明、光沢のある黒色の鉱物
粒を含む

着、内面上部の所々 に
スス付着

108
G区 口縁帯にかなり風化してい外面　面が滑らか、ミガキもしくはナ

暗褐
．‾　　、や

暗褐
2 mm以下の光沢のある半透明黒色で角柱状の鉱物
′ヽ．．L

Ⅲ・Ⅳ層
口緑～胴部るが沈線文らしい線刻が1

条
デか（表面かなり風化） 褐

下半

浅鉢

口緑～胴部

下半

内面　横ナデ（風化気味） に止、い赤褐にぷい赤褐粒、3mm～5mm程度の灰黄及び灰白の岩片を含む

109
B区

Ⅳ層
（口緑部は無文） 外面　横ナデ、横へラミガキ

内面　横へラミガキ 褐・灰褐 にぷい褐 2mm以下の光沢のある黒色角柱状の鉱物粒、2mm以
下の灰白色で不定形な岩片を含む

外面口綾部と胴部にス
ス付着

110 G区

Ⅳ層

浅鉢

口緑～胴部

浅鉢

口緑部

浅鉢

ロ線～胴部

1条の太めの沈線文（中は
磨かない） 内外面とも丁寧な横へラミガキ にぷい赤褐にぷい赤褐微細～1mm大の乳白、黒褐の岩片、微細な無色透明

の鉱物粒を含む

111 B区 1条の沈線文（中は磨かな

い）
内外面とも横方向のミガキ 暗灰黄 暗灰黄 1mm以下の光沢のある黒色または無色透明の鉱物

粒を含む

112 B区

C区
Ⅳ層

1条の浅い沈線文 内外面とも横方向の丁寧なミガキ 明赤褐 黒褐 1mm大の乳白、茶褐色の岩片、無色不透明な鉱物粒
を含む

113 浅鉢

口緑

口緑部に1条の沈線文（中
は磨かない）、胴部に沈線か

外面　横へラミガキ
内面　横へラミガキ又は横ナデ 灰黄褐 灰黄褐

1mm前後の乳白色、黒、褐色、茶褐色の不定形な岩
片、微細な無色透明の鉱物粒を含む 外面にスス付着

114
Ⅳ層

C区

浅鉢
口唇部に1条の沈線文 外面　横へラミガキ、横ナデ

灰黄
暗灰黄 微細～1mm大の灰白色の山片光沢のある黒色角寸、

口緑～胴部

浅鉢

内面　横へラミガキ 黒褐 石　、　ノ　　　　　　　　　　　 王
状、微細～0．5mm大の黒色透明の鉱物粒を含む

115 外面　横へラミガキ 黄褐
灰オリーブ微細な透明及び光沢のある黒色　05　⊥後の灰白

Ⅳ層

G区
Ⅳ層

G区

口緑～胴部 内面　横へラミガキ（やや風化気味）オリーブ黒 褐灰色の鉱物粒などを含む

116 ‘浅鉢

口縁～胴部

浅鉢

口緑部内面に1条の太めの
沈線文

⊥山上　細　　　　一　　　一　・

内外面とも横へラミガキ 黒 黒
微細～2mm大の灰白色の岩片、微細～0．5mm大の黒
色透明の鉱物粒を含む 黒色磨研土器

117 口緑端部に1か所へフ状エ
目による斜　　 、、

外面　横へラミガキ オリーブ黒 にぷい黄 05～1　大の光沢のある、秀明　　　　　　 ′
Ⅳ層

G区

Ⅲ層

口緑～胴部
下し　 ．、方向からの押圧
刻み、内面に1条の沈線か

内面　横ナデの後、横へラミガキ 暗灰黄 オリーブ黄 mm　　　 ノ　　　 辺、0．5mm大の灰白の鉱
物粒を含む

118
浅鉢

口緑～胴部
口緑端部に1か所へラで削
り取ったような刻み目

外面　横へラミガキ
内面　横へラミガキ オリーブ黒オリーブ黒0・5mm以下の透明、光沢のある黒色、0．5mm以下の褐

灰色の鉱物粒を含む 外面にスス付着

119
F区

Ⅳ層

浅鉢

口緑～胴部
外面　横ナデの上をミガキ
内面　横方向のミガキ にぷい黄橙にぷい黄橙微細～1mmの灰白色の鉱物粒、1mmの灰白色の岩片

を含む

120 B区 浅鉢

口綾部

内面屈曲部の上に浅い沈線
文もしくは段を持つ

外面　横へラミガキ
内面　横へラミガキ（一部風化気味）にぷい黄橙にぷい黄橙

微細な灰白色、茶褐色、光沢のある白色の鉱物粒を
含む 外面にスス付着

121
G区

Ⅳ層

浅鉢

口緑付近～

胴部

内面屈曲部の上に段を持つ外面　横方向のミガキ（一部風化）
内面　横方向のミガキ にぷい褐 にぷい褐 微細～1mmの灰白色、灰褐色、茶褐色、光沢のある

白色の鉱物粒等を含む

122
E区

浅鉢口緑部

浅鉢

口緑部

やや肥厚した口緑帯に4条
の沈線文　内面屈曲部の上

外面　横ナデ にぷい褐
オリーブ黒05～2mm大の光沢のある黒色角柱状の鉱物粒　3

内外面に一部黒変Ⅴ層

B区

Ⅴ層

！　域　　0　　　　　　　　　日
に1条の沈線文

肥厚した口縁帯に中も磨い
た4条の沈線文、－部弧を
描く

内面　横へラミガキ 灰オリーブ J　　　　　　　　　　　　　　 ・Å　　址、
mm以下の灰白色及び透明な鉱物粒を含む

123 内外面とも横へラミガキ

ーI　　　　　　　　、　　　ヽヽ

黒褐 黒褐
微細～1mm大の灰白色の岩片、光沢のある黒色の鉱
物粒を含む

外面に部分的にスス付
着

124
F区 浅鉢 外面に7～8条の細沈線文

外面　横ナァ又はミカキの風化した
もの 浅黄橙 浅黄橙

微細～1mm大の光沢のある黒色角柱状やや黄色昧
Ⅲ層

B区
Ⅳ層

口線部 J！J域　　　0内面下部に段を有する 内面　横へラミガキ又はナデ（風化気
味）

ヽのある透明、光沢のある黒色の鉱物粒及び褐色の岩
片を含む

125
浅鉢

口緑部
細曲沈線文 内外面とも横方向の丁寧なミガキ 黒褐 褐灰

微細～0．5mm大の灰白色の岩片、1mm以下の光沢の
ある黒色角柱状、無色透明の鉱物粒を含む

波状口線、沈線内も光
沢がある

126
F区

Ⅳ層

浅鉢

口緑部

付近

横走沈線文と曲線文、いわ
ゆる橿原式の文様か 内外面とも横へラミガキ にぷい黄橙

暗灰黄
にぷい黄橙

1mm以下の光沢のある黒色角柱状、無色透明の鉱物
粒、1．5mm以下の灰白色の岩片、1mm以下の褐鉄鉱
粒を含む

127
G区

Ⅲ層

浅鉢

口緑部
横走沈線文と曲線文の組み
合わせ。橿原式の文様

内外面とも横へラミガキ にぷい黄褐オリーブ黒
0・5mm以下の光沢のある白色及び黒色の鉱物粒を含
む ボウル状の浅鉢

128
E区 深鉢

無文の口縁帯 内外面とも横ナデ 暗灰黄 明黄褐 微細な光沢のある透明、7mm以下の灰白、暗灰黄及
Ⅴ層

E区

口緑部

深鉢

灰黄褐 黄褐 び褐灰色、1mm大の光沢のある黒色角柱状の鉱物粒
を含む

129 無刻目突帯文 内外面とも横ナデ 灰褐
明褐

微細～1mm大の光沢のある’秀明　黒色角柱状1 外面の一部にススか、
Ⅴ層

B区

トレンチ

E区

Ⅴ層

口緑部 褐 J　　　　　　　　　 ／　　　　 黒三　、　　　　 王　、　mm
大の灰白、褐灰及び赤褐色の鉱物粒を含む

内面の所々に炭化物付
着

130
深鉢

口緑部
無刻目突帯文 外面　粗い横ナデ

内面　横ナデ
橙
黒褐

橙
明黄褐

0・5mm～2mm大の灰白、黒褐及び褐灰色の鉱物粒を
含む 外面の一部にスス？

131
深鉢

口緑部
無刻目の貼付突帯文 内外面とも横ナデ にぷい赤褐 にぷい褐

2mm以下の透明、光沢のある黒色角柱状の鉱物粒、
0・5mm～7mmのにぷい橙色の岩片、4mm以下の暗赤
褐、褐灰色の岩片等を含む

外面の一部にスス付着

132 G区
深鉢

口緑部
無刻目突詰文 内外面とも横ナデ にぷい褐 にぷい褐 2mm～5mm大のにぷい橙色の岩片、4mm以下の灰

白、光沢のある黒色で角柱状の鉱物粒を含む　　 l
外面と内面上部の一部
こスス付着

t面上部にわずかにス
ス付着

133
G区

Ⅲ・Ⅳ層

深鉢

口綾部

無刻目突帯文、ヘラ状の工
具を回転させたような凹点
文、内面に1条の沈線文

外面　横又は斜方向のナデ
内面　横ナデ 橙 橙

J

2mm～3mm大の乳白色、茶褐、黒褐色の岩片、微
細な白色、黒色不透明な鉱物粒を含む

134
G区

Ⅲ・Ⅳ層

深鉢

口緑～胴部　′
無文の口緑帯か　　　　 夕t面　横文は斜方向のナデ

内面　横ナデ　　　　　　　　　　 l
橙

こぶい黄橙l
こぶい黄橙1mm～3mm大のにぷい黄橙、褐灰色の岩片や鉱物粒タ

を含む

135
G区 深鉢 無刻目突帯文、内面に1条夕t面　積ナデ。斜方向のナデ。 橙　　 lこぶい褐　 寺微細な光沢のある透明　05　～2　大の灰白

Ⅲ・Ⅳ層 口綾部 の沈線文 内面　丁寧な横ナデ オリーブ黒 暗灰黄　　′灰笈び褐昌の鉱物粒等競昔　 mm　 火、褐
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l

±ヒ圭
出土区 部　 位 文　　　 様

調　 整　 l 色　　 調
胎　 土　 の　 特　 徴 備　　　 考

ロ　巨∃
番号 外　 面 内　 面

136

B 区

Ⅴ ・Ⅵ層 深鉢
無刻目突帯文、胴上部にご 夕

食　 ’

t面　 積ナデ、下部は斜方向のナデ
横ナ‾－部分的に横方向の女痕 橙 橙 1

mm ～ 4 mm の灰白、灰褐、茶褐色の岩片や鉱物粒 タ

A

t面上部にスス付着、
内面下部に部分的に炭

C 区

Ⅳ層

口緑～胴部 く浅い2 木の沈線又、内面

口縁端部に1 条の沈線文

空面　　 丁、ロ 、し　　 木

又

且 を多く含む　　　　　　　　　　　　　　　 ィヒ物付着

137

E∃

B 区 深鉢 無刻目突帯文、内面に1 条 タt面　 横ナデ。 橙 橙 1mm 前後の灰褐、茶褐、黒褐色の岩片を含む

Ⅳ層

E 区

口緑部

深鉢

の沈線文 内面　 斜方向の工具痕の上を横ナデ

138

無刻目の貼付突帯文、内野 夕
立　細7す　、　　　　 女

t面　 積 ・斜方向のナデ 黒 橙
1 mm 前後の茶褐、灰褐色及び2mm大の灰褐色の岩片 夕

含む
t面にスス付着

Ⅱ層 口緑部　 畜上郡にしく浅い1 木の細沈
泉文か

内面　 横ナデ を

139
巨区

Ⅴ層

l

深鉢

口緑部

／

9
無刻目の貼付突帯文、突帯
上部は1 条の横ナデ調整で
太い沈線状になる。内面に
蓋し、細沈線文

内外面とも横ナデ　　　　　 もこぶい黄褐
暗褐

にぷい黄褐
灰黄褐 1 mm 前後の乳白、茶褐色の岩片を含む

140
B 区

Ⅳ層

深鉢

口緑部
無刻目の貼付突帯文 内外面とも横ナデ

褐
黒褐

明褐
孝
褐

希に0．5mm 以下の光沢のある透明、1 mm 前後の灰白、

灰色の鉱物粒を含む

．．1．j＿ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ■－　　　　　　　l・⊥l　　　　　　　　　　、

外面にスス付着

141
G 区 深鉢 無刻目の貼付突帯文。つな 外面　 横ナデ。 黒

にぷい赤褐
3 mm 削後の黒褐、灰褐、余褐色の石片、3 mm 以下

の光沢のある黒色角柱状、白色不透明の鉱物粒を含
む

外面にスス付着

Ⅲ層

G 区

口緑部

深鉢

ぎ目が見られる 内面　 削り気味の強い横ナデ にぷい赤褐

142

無刻目突帯文。突帯上部の
　ヽ　　　　　　　 、一　　女

外面　 横方向のヘラナデ。光沢が少な 暗褐 にぷい黄褐 0．5mm ～ 1 mm 大の光沢のある透明、黒色の鉱物粒、
UJLLと・′p　　一一仝ヽ　ヽ

外面にスス付着

Ⅳ層

B 区

口緑部

深鉢か

継ぎ目付近を沈線状に1 木

工具で調整。

貼付の無刻目突帯文、内面
立　一、　　－J－　　　 、′　ゝ

し＼
内面　 横及びやや斜方向にナデ

外面　 横及び斜方向のナデ。

オリーブ黒 黒褐 3mm 以下の黄褐及び灰黄褐色の石片寺を含む

143
にぷい赤褐 褐 寺放細～1mm 以下の透明、光沢のある黒色角柱状の鉱

l．⊥l　　　　　　　Jゝ ．　ヽ
外面にスス付着

Ⅳ ・Ⅴ層 口緑部 上郡に沈線又か （半男はナ

‾－で消 －ている）

内面　 横ナデ オリーブ黒 にぷい黄褐 物粒、0．5mm ～ 2 mm 大の褐灰色の石片等を己も

144

日

E 区

Ⅳ層

浅鉢

口縁下～

頭部

；「 ！え

内外面とも横方向のミガキ 灰黄褐 褐灰 1 mm 以下の白色、灰白色、褐色の鉱物粒を含む

145
D 区

Ⅲ ・Ⅳ層

E 区

Ⅴ層

丁、口

浅鉢

頸～胴部

浅鉢

璽頁～胴部

内外面ともミガキ

黒褐 l 黒褐
きめ細かで微細な鉱物粒などを含む

146
内外面とも横方向のミガキ

暗褐
黒褐

黒褐 1 mm 以下の白色、褐色の鉱物粒等を含む

l

147
巨区

Ⅲ層

深鉢

底部
内外面、底面ともにナデか

にぷい黄橙
灰

ノ
灰黄褐

微細～4 mm 大の灰白色の岩片、微細～1．5mm大の光

沢のある黒色角柱状、無色透明の鉱物粒を含む

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 占．ノ　ーLU　　　　　　　　　　 J－

148
F 区 深鉢

外面　 横 ・斜方向のナデ
内面　 ナデ にぷい褐 黄褐

微細～4 mm 大の灰黄で不正形な石片及び6 mm 位の

にぷい黄橙色の角が丸い岩片、2 mm 以下の光沢のあ
内面上部に炭化物付着

Ⅴ層

G 区

底部

深鉢

底部　 縦ナデ　 横ナデ る黒色で角柱状、灰白色の鉱物粒を含む

149

＿　ロ　　　　　　　　　　　ヽ
外面　 ナデか
内面　 丁寧なナデもしくはミガキの 黄褐 にぷい黄褐

0．5mm～ 1mm大の光沢のある透明及び黒色で角柱状

の鉱物粒、1 mm ～ 2 mm 大の灰白、灰褐色、わずか
Ⅲ層 底部 風化したものか

底面　 積ナデ

にぷい黄褐 暗灰黄 だが7 mm 大の灰白色の岩片等を含む

2．5mm 以下の光沢のある黒色角柱状、無色透明の鉱
物粒、5 mm 以下の灰白色、灰色、灰黄褐色の岩片を
含む

150
G 区

Ⅲ ・Ⅳ層

深鉢

底部

外面　 ナデか （風化）
内面　 ナデか （風化）
底面　 ナデ

明赤褐
黒褐
黒

151
G 区

工・I 層

深鉢

胴～底部

外面　 ミガキもしくは丁寧なナデ、横

ナデ
内面　 ミガキが風化 したものもしく
は丁寧なナデか
底面　 ナデ

にぷい赤褐 固
0．5mm ～ 4mm 大の灰白色の岩片、2 mm 以下の無色透
明、光沢のある黒色角柱状の鉱物粒を含む

外面の所々にわずかに

スス付着、内面上部に
炭化物付着、底部付近
にももわずかに炭化物
付着

152
G 区 深鉢

外面　 粗いナデ （縦ナデか）

内面　 ナデ
明褐

にぷい褐

にぷい褐
暗灰黄

1 mm 以下の光沢のある透明、黒色で角柱状の鉱物

粒、2 mm 以下の灰白、褐灰及び赤褐色、4 mm ～ 7Ⅲ ・Ⅳ層

G 区

底部

深鉢

底面　 ナデ mm大の灰白色の鉱物粒等を含む

153

外面　 横ナデ
内面　 横ナデ にぷい赤褐 にぷい赤褐

1mm ～ 7 mm 大の褐色、微細～4 mm 大の灰白色の岩

片、2 mm以下の光沢のある黒色角柱状、無色透明の
Ⅱ ・Ⅴ層 底部 底面　 ナデ、接地面の内側は横方向の

指頭ナデによる凹み

鉱物粒を含む

154
B 区 深鉢

日
外面　 縦ナデか （凸凹が著しい）
内面　 ミガキの風化したもの、もしく

にぷい黄褐 黄褐
0．5mm～ 4 mm 大の灰白色の岩片、4 mm 以下の光沢の

ある黒色角柱状、やや黄色味のある透明の鉱物粒等
Ⅳ層 底部 はナデ

底面　 ナデ
黒 オリーフ黒 を含む

3 mm 以下の光沢のある黒色角柱状、無色透明の鉱物
粒、7 mm 以下の灰白色で不定形、灰黄色で不定形、

155
G 区

Ⅲ ・Ⅳ層

深鉢
外面～底面　 ナデもしくはミガキの
風化したもの にぷい赤褐 暗褐　 褐

内面底部付近に ドーナ

ツ状に炭化物付着
底部 内面　 ナデか （風化のため不明） 褐灰色で不定形な岩片を含む

156
G 区

Ⅶ層

有孔

円盤状

土製晶

外面　 ナデ
内面　 丁寧なナデか

明黄褐 明黄褐
1 mm 以下の黒褐色、茶褐色岩片、1 mm 前後の光沢

のある黒色角柱状の鉱物粒を含む

側面を大雑把に研磨、

長径20mm、短径18mm、
厚さ7mm、重さ2．7 g

一生　り

157
B 区

Ⅳ層

有孔

円盤状

土製品

内外面ともヘラミガキ 明黄褐 にぷい黄
1mm 以下の黒褐色、茶褐色岩片、微細な無色透明の

鉱物粒を含む

側面は研磨、精製磨研
土器を使用、長径49mm、
短径32mm、厚さ8 mm、
重さ12．7 g

lj

158
E 区

Ⅲ層

有孔

円盤状

土製晶

外面　 横へラミガキ
内面　 丁寧な横ナデもしくはミガキ

にぷい黄橙 にぷい黄橙
1 mm 以下の黒褐色、乳白色岩片、微細な光沢のある

黒色角柱状、白色不透明な鉱物粒を含む

側面は研磨、精製磨研
土器を使用、長径47．5mm
短径43mm、厚さ7 mm、
重さ19．8 g

159
G 区 円盤状 外面　 斜方向のヘラミガキ 橙 にぷい黄橙

1．5mm 以下の光沢のある黒色角柱状、無色透明の鉱

⊥　　∠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Lu　　　　ノゝ・、

側面は研磨して面取り、
精製磨研土器を使用、

径打m ∴短径23
Ⅲ層 土製晶

内面　 ナデ、わずかに炭化物付着 にぷい黄橙 物粒、微細～1 mm 大の灰白色の石片を合も 長性27mm、畳性　 mm
厚さ6．5mm、重さ5．7 g

．ヽ

160
F 区

Ⅲ層

円盤状

土製晶

外面　 横ナデか
内面　 斜方向のナデ

にぷい黄橙 にぷい黄橙
微細～ 1mm大の黒色透明の鉱物粒、1 mm 以下の灰白

色、橙色の岩片を含む

側面は研磨 して面取り、
長径28mm、短径27mm、
厚さ9．5mm、重さ9．9g

161 A 区
円盤状

土製晶
内外面とも横ナデ にぷい赤褐 にぷい橙

2mm 以下の光沢のある黒色で角柱状、黒色透明の鉱

物粒、1．5mm 以下の灰白色の岩片を含む

側面は研磨して面取り、
長径32mm、短径31．5mm、
厚さ9．5mm、重さ13．2 g

ホルンフ工ルス製、長
径31．5mm、短径29mm、厚
さ6．5mm、重さ8．2 g

162
A 区

皿層

有孔

円盤状

石製品

全面研磨、穿孔は両面から 淡黄 淡黄

163
B 区 脚台付鉢

曲沈線文

外面　 横又はやや斜方向の丁寧なナ

デ （光沢あり）、縦方向の租なミガキ 褐灰 にぷい黄橙
0．5mm ～ 1 mm 大の光沢のある黒色角柱状の鉱物粒、

l．⊥J　　　　　Jさ、　ヽ
脚部中央に透かし

Ⅳ層 脚部 内面　 ナデ
底面　 積又は斜方向のナデ

暗灰黄 2 mm 以下の灰白色、灰色の石片を己も

164
B 区

Ⅳ層

棒状

土製晶
手捏ね製、指先の圧痕が多く残る。 にぷい褐 にぷい褐 1mm以下の光沢のある黒色、灰白色の鉱物粒を含む

ゞ

165
G 区

Ⅳ層
管玉 暗緑色

薪翠輝石。質力悪い。
長軸方向の両側からの
穿孔に側面から1 か所
の未貫通孔が施される

166
F 区

Ⅴ層
勾玉 緑色

筋翠輝石。扁平にした
頭部に両側から穿孔を
施す。屈曲の内側は擦
り切りで表出している

－39－



表8　布平遺跡出土石器計測表

番 号 出 土 区 出 土 層 器　 種 最 大 長 （c m ） 最 大 幅 （c m ） 厚 み （c m ） 重 量 （g ） 石　 材 備　　 考

1 A S C 3 石　 鋲 1 ．4 1 ．3 0 ．2 0 3 チ ャ ー ト 委　 託

／
2 B S C 4 ク 2 ．3 2 ．2 0 4 1 4 〃
3 G 北 S C 1 2 上 ク 2 ．1 1 ．2 0 3

〉′
●　● 黒 色 黒 曜 石

ク

ク
4 G 北 S C 1 2 ク 1 ．4

2 ，9

2 ．4 5

2 ．1

1 ．5 0 ．3 0 ．6
〃

5 G I ・ I ク 1 ．6 0 ．7 3 ．1 チ ャ ー ト 一ク

6 C Ⅱ ク 1 ．5 0 ．4 1 ．3 ク ク

7

8

E Ⅱ 〃 1 ．7 0 ．3 0 ．9 ク ノク
E I ク 1 ．7 1 ．4 0 3 0 8 ク ク

9 G
－ ク 2 ．0

2 ．3 5

2 ．9

1 ．6 0 ．3 0 ．8 ク ク

1 0 D Ⅱ 〃 1 ．4 0 ．4 0 ．8 ク ク
° ク 1 ．3

2 ．2

1 ．2

流 紋 岩

チ ャ ー ト

ク

ノづ
1 2 B I ・Ⅲ

〃 3 ．3 1 ．8 0 4
；′

ノづ1 3 B Ⅲ
ク 2 ．1 1 ．3 0 ．4

シ′

ク

1 4 B Ⅲ 〃 2 ．3

2 ．3

2 ．0

1 ．7 0 ．3 0 ．8 ク 〃

15 B Ⅲ ク 1 ．4 0 ．2 0 ．6 ク ク

● ク ● 0 ．7

0 4

ノク ．イ
17 E Ⅲ ク 1 ．5 1 ．0 0 2 〃

ク′

ノづ1 8 G Ⅲ ’。ク 1 ．5 1 ．2 0 2 5 0 5 ク
フ′

ノづ1 9 G Ⅲ 〃 1 ．9 1 ．2 0 4 0 8 姫 島 産 黒 曜 石

チ ャ ー ト

〃

；′

／2 0 E Ⅲ ノク 2 ．5 1 ．3 0 3 0 9
フ′

／2 1 G Ⅲ
〃 2 ．4

1 ．9

1 ．4 0 ．3 0 ．8
ク′

ク
ク ●　● ● ク ク

2 3 B Ⅳ ク 1 ．8 1 ．4 0 ．3 0 6 黒 色 黒 曜 石

ク

ク
2 4 C Ⅳ ク 1 ．8

1 ．7

1 ．3 0 ．3 0 ．7
ク

ク チ ャ ー ト

ク

ノろ
2 6 B Ⅳ

〃 2 ．0 1 ．4 0 ．2 0 ．6
ク’

ク
2 7 E Ⅳ ク 1 ．9 1 ．1 5 0 3 0 ．7 ク ノく
2 8 E Ⅳ ク 2 ．4 1 ．4 0 5

γ

● ／ウ
2 9 C Ⅳ 〃 2 ．6

2 ．5

1 ．9

3 ．0

1 ．6 0 ．3 1 ．3 チ ャ ー ト
シ′

ク
3 0 B Ⅳ 〃 1 ．7 0 ．3 1 ．3 ク ク

3 1 B Ⅳ ク 1 ．7 0 ．3 5 0 ．9 ク ク

ク ● ● 2 ．7

0 ．8

ー●轟．・ ク、 弱 く研 磨

〃
3 3 E Ⅳ

ク 2 ．4

2 ．6

1 ．4

1 ．3 0 ．3 失

チ ャ ー ト
3 4 B Ⅳ 〃 1 ．9 0 ．2 1 ．0 〃 〃

3 5 B Ⅳ ク 1 ．6 0 ．3 1 ．1 一ク ク

3 6 G Ⅳ ク 2 ．7 1 ．6 0 ．5 1 ．8 ク 〃

3 7 C Ⅳ ク 2 ．7 1 ．4 0 ．3 5 1 ．3 ク ク

3 8 B Ⅴ
ク 2 ．7

2 ．2

1 ．7 0 ．4 1 ．3 〃 〃

3 9 B Ⅴ ク 1 ．5 0 ．3 0 ．6 ク 〃

4 0 B Ⅴ ク 2 ．5

1 ．2

1 ．7 0 ．3 1 ．2 ク 〃

ク ● ●　● 〃 〃
4 2 E Ⅴ ク 1 ．7 1 ．4 0 3 0 6 黒 色 黒 曜 石

チ ャ ー ト

〃
4 3 F Ⅴ 〃 2 ．0

3 ．2

1 ．6 0 ．4 1 ．1 ク

ク ● 凝 灰 岩

黒 色 黒 曜 石

ク

ノづ
4 5 E Ⅲ ク 3 ．2 1 ．7 0 7 2 8

ク′

4 6 F Ⅲ 〃 1 ．8

2 ．0

3 ．1

2 ．0

1 ．3

1 ．6

1 ．3 0 ．4 0 ．5

4 7 B Ⅳ ク 1 ．3 0 ．3 0 ．7 ク

4 8 E Ⅴ ク 1 ．8 0 ．7 2 ．6 4′

4 9 G Ⅲ ・Ⅳ ク 1 ．6 0 ．5 1 ．0 ク

5 0 B Ⅳ ク 1 ．8 0 ．3 0 ．6 〃

5 1 E ° ク ．9 ●　● 姫 島 産 黒 曜 石

窯 色 黒 曜 石

チ ャ ー ト

5 2 E Ⅳ 〃 1 ．9 1 ．3 0 3 0 8
5 3 C Ⅳ ク 2 ．4

3 ．8

1 ．5

1 ．7 0 ．4 1 ．1

5 4 B Ⅳ 〃 2 ．3 0 ．6 4 ．5 ク

5 5 B ．ク 1 ．3 0 ．3 0 6 黒 色 黒 曜 石

チ ャ ー ト

黒 色 黒 曜 石

姫 島 産 黒 曜 石

黒 色 黒 曜 石

チ ャ ー ト

5 6 E Ⅴ ク 2 ．9 2 ．3 0 6 2 ，4

1 3
5 7 E Ⅴ

ク 2 ．2 1 ．5 0 5

5 8 A Ⅴ 上 面
〃 1 ．8 1 ．3 0 3 0 7

5 9 E Ⅱ 石　 錐 2 ．7 0 ．7 0 7 1 3 委　 託

ク
6 0 B Ⅳ

S H 5 6 9

．ク 3 ．2

2 ．7

1 ．1 0 ．5 1 ．2

ク ●　● ●　● ● 黒 色 黒 曜 石

チ ャ ー ト

ク
6 2 G I ク 2 ．6 2 ．2 0 6 5 3 ．4 ノづ
6 3 E

－
石　 匙 2 ．2 1 ．7 5 0 ．7

ク′
2 4 サ ヌ カ イ ト

チ ャ ー ト
6 4 B S H 〃 5 ．2

2 ．5

5 ．2 0 ．8 1 7 ．2
口

ク
● ●　● 黒 色 黒 曜 石

頁 岩

チ ャ ー ト

小 国 産 の 可 能 性 あ り

委　 託
6 6 E Ⅳ ク 5 ．15 4 ．0 0 ．6 1 0 7
6 7 B Ⅳ ク

0

5 ．9

2 ．1

7 ．4 1 ．6 － 6 5 ．2

●　● ！1 － ● ● 黒 色 黒 曜 石

ー40－



番 号 l出 土 区 l 出 土 層 l 器 種 l最大長（cm ）l最 大 幅 （cm ）l

厚 み（cm ） 重 量 （g ）

石 材 l
備　　 考

69 B S H スクレイパ ー 2 ．6 1．7 0 ．6 2 ．7 姫 島 産 黒 曜 石

7 0 l

7 1

7 2

B S H　 l

Ⅳ

Ⅴ 上面

ク 5 ．2 2 ．8 1．1 1 4 ．7 黒 色 黒 曜 石

A ク 2 ．6 1．1 0 ．5 1．5 〃

B 〃 2．0 1．6 0 ．4 1．4 〃

7 3

7 4

E S H 1 5 5

Ⅲ

Ⅳ

クサ ビ 1 ．7 1 ．8 0 ．4 1．3 〃

A 〃 2 1 2 ．3 1．6 6 ．0 ノク

75 B 石 核 3 ．1 3 ．1 2．2 1 8 ：1 ク

76 G Ⅴ ．ク 3 ．5 4 ．6 2．4 2 0 ．9 姫 島産 黒 曜 石

77

7 8

E V

I

Ⅳ

Ⅲ

Ⅳ

S H 9 5

Ⅳ

床　 l

I ・Ⅱ

Ⅱ

Ⅳ

Ⅳ　 l

Ⅳ　 l

Ⅳ　 l

Ⅳ　 l

〃 3 2 2 ．0 0 ．8 3 ．0 黒 色 黒曜 石

E 剥 片 2 ．4 1．7 0 ．6 1．8 〃

79

8 0

E 〃 2 0 1．7 0 ．5 1．2 〃

B 〃 10 3 4 ．5 1 ．6 9 3 ．6 片 岩 委　 託

8 1 B 打 製 石斧 16 3 5 ．2 1．1 1 0 8 ．5 〃 一ク

8 2 B ク 11 7 5 ．2 1．0 6 0．9 ク 〃

8 3

8 4

S A 2

G

G

G

B

ク 2 4 7 6．3 2 ．3 1 9 3．4 頁 岩 ク

打 製 石 斧 7．9 4．2 1．5 5 0．7 砂 岩 〃

85 〃 2 1 4 5 ．3 1．9 1 0 3 ．4 凝 灰 岩 〃

86 ．ク 9 9 6 ．7 1．1 9 1 ．3 緑泥 片岩 ク

87 ク 16 5 7 ．6 1．6 2 1 1．6 〃 イ′

88 E ク 12 1 5 ．6 1 ．8 1 3 8 ．6 凝 灰 岩 〃

8 9 G l

G l

l

ク 2 1 0 6．0 1．1 7 8 ．3 片 岩 ク

9 0 ク 10 0 4．5 1．7 9 2．3 凝 灰 岩 ク

91 〃 1 1．15 4 ．2 1．1 5 7 ．1 片 岩 〃‾

92 1

9 3 l

9 4 1

F I ・Ⅱ l

Ⅲ　 l

Ⅲ ・Ⅳ l

Ⅲ ・Ⅳ l

丁製 石 斧 21 6 5 ．6 1．7 1 1 2 ．0 凝 灰 岩 〃

C l l

G l

E l

ク 12 1 5 ．2 1．1 7 5 ．2 片岩 ク

〃 1 1 6 5 ．2 1 ．3 7 9 ．1 凝灰 岩 ク

95 ク 1 1．5 4 ．1 0 ．8 4 6 ．5 〃 〃

9 6

9 7

G

F

Ⅳ　 l

Ⅳ

〃 9 4 6 ．5 1 ．3 7 4 ．3 ク ケ

ク 14 ．4 5 ．6 2 ．7 3 0 6 ．1 凝 灰 岩 －　ク

一＿＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．1＿
9 8 E Ⅳ 磨 製 石 斧 10．8 5．4 2 ．9 2 2 8．3 砂 岩 左半分の表裏 に黒い変色部分

⊥9 9 G S H 6 0 9 〃 7．5 5 ．1 3 ．0 1 9 6．2 凝 灰 岩 委 託 、 基 部

10 0 G Ⅲ ク 11 ．1 4 ．8 2 ．6 1 3 8．6 砂 岩

表 裏 に黒 変 部 分

黒 変 部 分 有 り
101 G Ⅳ 〃 10 ．1 5 ．1 3 ．0 18 6 ．9 〃

10 2 G Ⅳ 〃 7 ．4 5 ．7 2．8 1 5 7 ．1 〃

10 3

1 0 4

G

G

Ⅳ

Ⅳ

ク 1 1 6 5 ．5 3 ．3 3 1 1．5 凝灰 岩

〃 13 ．5 5 ．1 3 ．8 3 3 0 ．1 砂 岩・

委　 託
105 G

E

Ⅳ 〃 10 2 3 ．3 1 ．4 5 9 ．0 ）灰 岩

106

1 0 7

〃 10 5 5 ．2 1．3 9 3 ．0 緑 泥 片岩 ク

G

l E

l　 Ⅳ

l　 Ⅱ

〃 1 1 2 5 ．4 1．7 1 5 8．9 蛇 紋岩

10 8 〃 4 ．4 5．4 1．0 3 7．8 凝 灰 岩

10 9 l G

l G

l E

l I

l　 Ⅳ

l　 Ⅳ

〃 7 0 2．8 1．5 2 9．9 〃

1 1 0 〃 9 3 4 ．7 2 ．0 1 4 7．8 ク

11 1 〃 5 ．3 5 ．7 2．5 12 4 ．5 砂 岩

11 2

1 1 3

1 1 4

E S A 1－12 高貴石 6 ．1 3 ．6 3．4 1 1 3 ．0 凝 灰 岩

D l s H 6 4 6

1 Ⅲ ・Ⅳ

ク 2 ．9 4 ．4 2 ．0 3 4 ．4 ク

B 〃 4 ．7 3 ．5 2 ．8 7 0 ．0 〃

1 15 l G

l G

l

l s H 1 5 0

1 工 ・Ⅱ

l　 Ⅳ

l　 Ⅱ

S H

Ⅳ

Ⅳ

Ⅲ ・Ⅳ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

〃 9 8 4 ．8 2 ．3 1 9 3 ．3 砂 岩

1 1 6

1 1 7

1 1 8

ク 13 5 1 2．8 7 ．1 2 2 0 0 ．0 凝 灰 岩

磨 ・高貴石 7 5 1 1．6 7 ．0 8 7 4 ．0 ク

A
差i　‾‾　拍

磨 石 7 6 4 ．5 2 ．5 1 3 5．5 砂 岩

11 9 l G

G

G

B

石

〃
7 1 6 ．2 1．8 9 5 ．2 凝 灰 岩

120

1 2 1

1 2 2

1 2 3

1 2 4

1 2 5

石 毒垂 6 3 3 ．7 1．2 4 0 ．7 ク

ク 11 1 2 ．8 1．7 9 9 ．1 砂 岩

砥 石 7 2 2 ．8 1 ．3 3 5 ．3 頁 岩

G

G

白

石 刀 9 2 3 ．9 1 ．1 7 0 ．4 赤 色頁 岩

ク 6 6 3 ．7 1 ．3 5 0 ．2 白色頁 岩

ク 5 ．8 2 ．4 1．4 1 6 ．9 片 岩 系

委　 託

以下、計測表 ・写真掲載のみ
12 6 G Ⅲ 石棒 か 10．5 1 0．1 1．4 2 0 2 ．9 結 晶 片岩

12 7

1 2 8

G

E

Ⅲ

l s H 3 9 7

l　 Ⅲ

l　 Ⅲ

l　 Ⅲ

l　 Ⅲ

l　 Ⅲ

l　 Ⅲ

l　 Ⅲ

l　 Ⅲ

l　 Ⅲ

円盤 状 石器 2．2 1．7 0 ．6 1．3 黒 色 黒 曜 石

l　 石 紡

l　 〃

3 0 5 2 ．1 0 ．7 1　 5．1 チ ャ ー ト 〃

12 9

1 3 0

1 3 1

1 3 2

1 3 3

1 3 4

1 3 5

1 3 6

1 3 7

E （2 9） （1．8） （0．25 ） （1．5） 〃 ク

E 〃 （2 2） （1 ．35） l （0．2 5） （0 ．8） ク 〃

l c

l G

l G

l G

l E

l　 ク l （1 9） l （2 ．05） l （0 ．4） （1．7） ク ク

l　 〃 1　 3 0 l 1 ．6 5 1 0．35 1．5 〃 l　　　 ク

l　 ク l （2 4 5 ） l （2 ．0 ） l （0 ．5） （1．8 ） 〃 l　　　　 〃

l　 ク l （1 3 5 ） l （1．6 5） l （0 ．35） 0．9 ク l　　　　 〃

l　 〃 l （1 6） l （1．4 5） l （0 ．35 ） （0 ．7 ） 〃 l　　　 ク

l E l　 ク l （1 9） l （1．1） l （0 ．25 ） （0 ．5） ク l　　　　 〃

l G l　 ク l （1．9） l （1．4） l （0 ．4 ） 1 ．0 サ ヌ カ イ ト l　　　 ク

－41－



番 号 出 土 区 出 土 層 器　 種 最 大 長 （c m ） 最 大 幅 （c m ） 厚 み （c m ） 重 量 （g ） 石　 材 備　　 考

13 8 B Ⅳ 石 紡 2 ．5 5 1 ．3 5 0 ．6 1 ．8 チ ャ ー ト ク

13 9 F Ⅳ 〃 （2 ．7 ） （2 ．0 ） （0 ．5 ） 2 ．9 〃 〃

1 4 0 G Ⅳ ク 3 ．0 5 2 ．1 0 ．7 4 ．4 ク ク

1 4 1 F Ⅳ
ノク （3 ．2 ） （1 ．5 ） （0 ．6 5 ） 3 ．4 〃 ク

1 4 2 F

G

Ⅳ ク （3 ．0 ） （2 ．0 ） （0 ．7 ） （5 ．0 ） ク ク

1 4 3 Ⅳ
ク （2 ．1 ） （1 ．7 ） （0 ．4 5 ） （1 ．9 ） 一ク 〃

1 4 4 B Ⅳ
ク （1 ．7 ） （1 ．4 5 ） 0 ．3 5 0 ．7 ク 〃

1 4 5 G Ⅳ
ク （1 ．9 ） （1 ．2 ） （0 ．2 5 ） （0 ．6 ） ク 〃

1 4 6 B Ⅳ
ク 2 ．3 （1 ．5 5 ） 0 ．4 5 1 ．3 〃 ク

1 4 7 F Ⅳ
ク 1 ．7 1 ．1 0 ．2 5 0 ．5 〃 〃

14 8 A

B

Ⅳ
ク （1 ．4 5 ） （1 ．6 5 ） （0 ．3 ） 0 ．6 〃 ク

14 9 Ⅳ
ク 2 ．3 1 ．7 5 0 ．4 5 1 ．1 ノク 〃

1 5 0 B

G

Ⅳ
ク （1 ．2 5 ） 1 ．3 0 ．2 5 0 ．4 〃 ク

1 5 1 Ⅳ ク （1 ．8 5 ） （1 ．5 ） （0 ．4 ） 0 ．8 〃 ク

1 5 2 B Ⅳ 〃 2 ．1 （1 ．2 5 ） 0 ．3 5 0 ．6 ク ク

1 5 3 B Ⅳ ク 2 ．2 5 （1 ．2 5 ） 0 ．3 5 0 ．8 ク ク

1 5 4 B Ⅳ ク 2 ．1 5 1 ．7 0 ．4 5 2 ．3 〃 ク

1 5 5 E ク 2 ．1 1 ．4 0 ．4 0 9 黒 色 黒 曜 石

チ ャ ー ト

〃
1 5 6 ・ B Ⅳ ク 1 ．6 5 （1 ．4 5 ） 0 ．3 0 ．6

ノク

1 5 7 A Ⅳ ク 1 ．8 5 1 ．6 0 ．4 0 ．7 ク ク

15 8 G Ⅴ 〃

石 鋲

（1 ．8 ） （1 ．6 ） （0 ．5 ） 1 ．6 ク ク

15 9 B Ⅴ （1 ．2 ） （1 ．6 ） （0 ．2 ） 0 ．5 ノク ク

1 6 0 B Ⅴ 〃 （1 ．4 ） （1 ．5 ） （0 ．2 ） 0 ．5 ク ク

1 6 1 B Ⅴ ク （1 ．6 5 ） （1 ．6 ） （0 ．3 ） 0 ．8 ク ク

2 B ク 1 ． 1 ．7 ．4 姫 島 産 黒 曜 石

チ ャ ー ト

ノづ
1 6 3 E Ⅴ

〃

石 鋲

（1 ．4 ） （1 ．9 ） （0 ．2 5 ） 0 ．7
ク′

ク

1 6 4 （2 ．0 ） （1 ．8 5 ） （0 ．4 5 ） 1 ．7 〃 ク

1 6
ク 2 ．0 1 ．3 0 2 ク ノろ

1 6 6
－ － 一ク （1 ．4 ） （1 ．0 ） （0 ．3 ） 0 4 姫 島 産 黒 曜 石

チ ャ ー ト

ク′

〃1 6 7 E － ク （2 ．0 ） （1 ．5 ） （0 ．3 ） （0 ．9
ク

1 6 8 B 〃 1 ．7 1 ．1 0 ．3 0 6 ヨヨ ク
1 6 9

－

S H 1 1 2

S C 1 2

ク

石 鋲

2 ．6 1 ．7 0 ．4 5 2 ．0
′ヽ　ヽ　　　　　　′ヽ　ヽ
チ ャ － ト ク

1 7 0 B

G 北

（1 ．1 ） （1 ．4 ） （0 ．2 5 ） 0 ．4 ク ク

1 7 1 粛 1 ．7 0 ．9 0 ．2 0 3 姫 島 産 黒 曜 石

チ ャ ー ト

ク
1 7 2 E Ⅲ 石 錐 3 ．3 5 1 ．7 0 ．7 4 ．0 ク

E ク 1 ．8 2 ． 0 8 2 6 〃 ノろ
1 7 4 B Ⅳ

S H 1 3 7

S H 1 0 9

ク

ス ク レイパ －

4 ．1 5 1 ．6 1 ．0 5 ．7 ク

ク′

ク

1 7 5 B 3 ．7 2 ．3 0 ．8 8 ．5 サ ヌ カ イ ト ク

1 7 6 B ク

ス クレイ パ －

（3 ．2 ） （4 ．5 ） （1 ．2 ） 1 3 ．0 チ ャ ー ト 〃

1 7 7 G Ⅲ 1 1 ．0 5 ．5 1 ．4 8 7 ．1 サ ヌ カ イ ト ク

1 7 8 B Ⅲ ク 5 ．1 7 ．5 1 ．4 5 4 ．8 チ ャ ー ト
ク

1 7 9 E Ⅲ ク 5 ．2 5 3 ．5 5 1 ．2 2 1 ．0 〃 〃

1 8 0 E

G

Ⅲ ク

スク レイパ －

3 ．4 2 ．9 0 ．6 6 ．3 ク ク

1 ● ．7 1 ホ ル ンフ ェル ス

頁 岩

／
1 8 2 B Ⅳ 〃 6 ．3 4 ．6 0 ．7 2 7 ．0

γ

〃
1 8 3 E Ⅳ ク 2 ．9 5 3 ．0 5 0 ．9 5 6 ．0 チ ャ ー ト

〃

1 8 4 E Ⅳ

S C 4

S H 1 9 6

S H 2 4 6

S H 2 5 6

S H 5 5 9

S H 5 9 7

〃

石 核

3 ．3 2 ．2 5 1 ．1 7 ．2 ク ク

1 8 5 B

C

C

3 ．2 2 ．3 1 ．5 1 2 ．8 ．ク ク

1 8 6 ク 3 ．8 2 ．8 1 ．1 1 4 ．2 ク ク

1 8 7 ク 4 ．8 3 ．5 1 ．3 2 6 ．1 〃 ク

1 8 8 D ク 3 ．7 2 ．9 5 1 ．0 1 2 ．4 ク 〃

1 8 9 F

G

G

〃 8 ．0 5 ．9 4 ．1 2 1 7 ．9 一ク 〃

1 9 0

19 1

ク 5 ．3 5 3 ．4 1 ．4 5 2 4 ．2 ノク ク
I ・ I 石 核 4 ．9 3 ．5 1 ．2 5 2 4 ．2 〃 ク

1 9 2 D I ク 4 ．7 5 2 ．0 5 1 ．2 1 1 ．2 〃 ク

1 9 3 E

C

Ⅲ ク 3 ．6 5 2 ．8 5 1 ．2 1 5 ．5 ク ク

1 9 4 Ⅲ ク 4 ．2 3 ．1 1 ．7 1 7 ．5 ク 〃

1 9 5 B ・ E

G

ク 4 ．1 3 ．7 1 ．3 5 2 4 ．9 〃 ク

1 9 6 Ⅳ
〃 7 ．1 4 ．6 1 ．8 5 5 5 ．3 ク 〃

B 〃 ．4 3 ． 1 2 4 0 流 紋 岩

チ ャ ー ト l

〃　 i

ノろ
1 9 8 G Ⅳ ク 5 ．1 3 ．5 2 5 4 5 1

；′

／う1 9 9 B Ⅳ ク 4 ．0 3 ．9 1 ．7 1 9 ．1
γ

ク
〃 4 ．8 3 ．6 1 ．4 5 2 6 ．2 ク ク

2 0 1 F Ⅳ 〃 4 ．4 5 3 ．6 1 ．7 2 9 ．1 ク 〃

2 0 2 F Ⅳ ク 4 ．0 5 2 ．4 5 1 ．0 1 0 ．3 ク ク

2 0 3 E

G

Ⅳ ク 4 ．1 2 ．9 5 1 ．6 2 3 ．8 〃 〃

2 0 4 ク 2 ．3 2 ．5 0 ．9 4 4 黒 色 黒 曜 石

チ ャ ー ト

〃
2 0 5 F Ⅳ 〃 15 ．7 5 ．6 2 ．0 6 7 ．3

ク

2 0 6 B Ⅵ ク 6 ．2 4 ．5 1 ．7 4 2 ．5 ク 〃
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番号l出土区l 出土層 l 器 種 l最大長（cm）l最大幅（cm）
厚み．（cm）l重量（。）l 石材 l

∃∃
備　　考

2 0 7 E V　 l

V

ニⅣ

石 核　 l

ク　 l

2 9 2 ．4 1 ．3 7 ．0
′ヽ　ヽ　　　　　′ヽ　ヽ

〃

2 0 8 B l 3 2 3 ．0 1 ．0 1 1 ．8 チ ャー ト 〃

2 0 9 B 〃 6 7 6 ．5 2 ．2 9 2 ．6 〃 ク

2 1 0 G 北 S C 1 2 上
二 次 加 工 の

あ る剥 片
5 ．1 3 ．7 1 ．6 2 1 ．9 〃 ク

2 1 1 G 北

A

S C 1 2

S H

S H 1 9 7

S H 4 3 0

S H 6 1 7

S H 5 4 8

ク 3 8 2 ．4 1 ．0 5 8 ．6 ク ク

2 1 2 ク 3 6 2 ．8 1 ．0 5 1 0 ．3 〃 〃

2 1 3 C

F

F

F

〃 3 3 5 2 ．8 0 ．9 6 ．4 〃 〃

2 1 4 ク 3 2 2 ．8 0 ．9 5 8 ．2 〃 〃

2 1 5 〃 3 4 2 ．7 1 ．4 1 4 ．0 〃 ク

2 1 6 ク 3 6 2 ．7 0 ．6 5 7 ．1 〃 ク

2 17 E Ⅱ
二 次 加 工 の

ある 剥 片
2 ．0 1 ．5 0 ．5 1 ．1 黒 色 黒 曜 石 ク

2 1 8 B Ⅲ 〃 2 7 1 9 5 0 ．5 3 ．2 チ ャー ト ク

2 1 9 B Ⅲ 〃 3 6 2 9 5 0 ．8 5 8 ．6 〃 〃

2 2 0 B Ⅲ

Ⅲ

〃 2 4 2 ．1 0 ．5 3 ．1 〃 ク

2 2 1 B ク 2 5 1 ．8 5 0 ．6 2 ．4 ク 〃

2 2 2 B Ⅲ 〃 3 4 2 8 5 1 ．5 5 1 5 ．0 〃 〃

2 2 3 E Ⅲ 〃 3 0 2 ．5 0 ．6 5 ．5 〃 〃

2 2 4 E Ⅲ ク 4 5 5 3 ．0 0 ．9 1 5 ．0 ク 〃

2 2 5 E Ⅲ ク 4 8 3 ．0 1 ．1 1 4 ．1 〃 〃

2 2 6 E Ⅲ 〃 3 1 2 ．2 0 ．8 4 ．2 〃 ク

2 2 7 F Ⅲ ク 3 ．4 2 ．9 1 ．0 8 ．5 〃 〃

2 2 8 E Ⅲ ク 3 4 2 ．1 0 ．5 2 ．7 黒 色 黒 曜 石 〃

2 2 9 B Ⅳ
二 次 加 工 の

ある剥 片
4 ．0 3 ．3 0 ．9 5 1 2 ．4 チ ャー ト 〃

2 3 0 B Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

l　 Ⅳ

〃 2 9 2 ．8 0 ．5 5 6 ．1 〃 ク

2 3 1 B ク 3 0 2 ．4 0 ．9 5 5 ．9 〃 ク

2 3 2 B 〃 2 9 2 ．3 0 ．7 5 5 ．4 ク ノク

2 3 3 B ク 2 5 1 ．7 0 ．5 2 ．2 〃 〃

2 3 4 C 〃 2 4 1 8 0 ．4 5 2 ．0 〃 〃

2 3 5 F 一ク 4 3 3 0 1 ．2 1 3 ．1 〃 〃

2 3 6 F ク 2 8 2 ．3 0 ．8 5 ．4 ク 〃

2　 7 F ク 5 1 2 8 1 ．4 1 6 ．4 〃 〃

3

2 3 8
F 〃 3 8 3 1 1 ．5 1 6 ．3 〃 〃

2 3 9 F ク 2 2 1 9 0 ．7 3 ．0 〃 〃

2 4 0 G 〃 3 5 2 0 0 ．8 5 5 ．3 ク 〃

2 4 1 G ク 3 2 2 5 1 ．0 7 ．5 ク ク

2 4 2 E

l E

一ク 2 7 1 ．6 0 ．6 2 ．5 〃 ク

2 4 3 ク 2 6 5 1 6 5 0 ．6 2 ．2 ク ク

2 4 4

2 4 5

E 〃 2 ．8 1 ．6 0 ．5 2 ．4 〃 〃

E l　 Ⅳ

l　 Ⅳ

l　 Ⅳ

l　 Ⅳ

l　 Ⅳ

l　 Ⅳ

l　 Ⅳ

l　 Ⅳ

Ⅳ

〃 2 5 5 1 ．8 0 ．5 2 ．0 ク ク

2 4 6 E 〃 2 6 5 1 ．4 0 ．7 5 2 ．8 〃 〃

2 4 7 E 〃 2 7 5 2 －5 5 0 ．9 4 ．9 〃 〃

2 4 8 E 〃 2 7 5 2 ．2 0 ．7 5 4 ．4 〃 ク

2 4 9 E ク 2 5 2 5 5 0 ．8 5 5 ．5 ク 〃

2 5 0 E ク 2 15 2 ．0 0 ．5 5 2 ．5 〃 〃

2 5 1 E 〃 2 8 5 2 1 0 ．8 3 ．7 ク 〃

2 5 2 E ク 3 4 2 ．8 1 ．2 1 0 ．2 〃 ク

2 5 3 C 〃 8 ．6 5 ．4 2 ．0 1 0 4 ．3 サ ヌ カ イ ト ク

2 5 4 B Ⅳ

Ⅴ

〃 2 6 1 9 0 ．8 3 ．7 生ハ、曜 ク

2 5 5 B 〃 3 3 2 7 0 ．9 8 ．0 チ ャー ト ク

2 5 6 〃 2 8 2 ．1 0 ．5 3 ．7 〃 〃

2 5 7 ク 3 0 2 1 0 ．8 5 5 ．6 石 英 〃

2 5 8 ク 1 8 1 6 0 ．3 1 ．0 チ ャー ト 〃

9 § 南

A

B

S C 14

S H

剥 片

〃

2 9 2 6 0 ．7 5 5 ．3 〃 ク

2 5
3 8 2 6 5 1 ．0 5 1 0 ．2 ク ク

2 6 0

2 1
S H 1 1 2

S H 2 5 7

ク 2 3 1 5 0 ．3 5 0 ．7 〃 〃

6

2
D 〃 2 7 2 3 5 0 ．8 5 6 ．0 〃 ク

2 6

2　 3
G I ・I 〃 2 9 5 2 5 1 ．1 8 ．1 一ク ク

6

4
G 工 ・Ⅱ 〃 2 5 5 2 0 0 ．7 4 ．4 〃 ク

2 6

5
G 工 ・I 〃 3 5

l　 2 4 0 ．8 l　 5 ．8 ク 〃

2 6

6

l E l　 Ⅲ 〃
l　 3 2 l　 3 0 0 ．7 l　 7 ．2 ク

l　　　　 〃

2 6

2 6 7

l E l　 Ⅲ l　 ク 1　 3 7 l　 2 3 0 ．8 5 l　 7 ．1 l　 〃 l　　　　 〃

2 6 8
l E l　 Ⅲ l　 〃 l 2 7 5 l 1 7 5 0 ．6 l　 3 ．2 l　 〃 l　　　　 〃

2 6 9
l E l　 Ⅲ l　 〃 l　 2 6 l　 2 5 0 ．6 l　 4 ．4 l　 〃 l　　　　 〃

2 7 0
l G l　 Ⅲ l　 〃 l 3 5 5 1　 2 ．2 5 1 ．15 l　 7 ．6 l　 ク l　　　　 〃

2 7 1
l E l　 Ⅲ l　 〃 l 3 9 5 l　 3 ．0 1 ．2 5 l 1 6 ．3 l　 ク l　　　 ク

2 7 2
l G l　 Ⅲ l　 〃 l 3 ．2 5 l　 2 ．0 5 0 ．8 l　 5 ．8 l　 〃 l　　　　 〃
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番号

2

出土区 出土層 器　種 最大長（cm）最大幅（cm）厚み（cm）重量（g） 石　材 備　　 考

73

274

E Ⅲ 剥片 2．5 1．7 0．4 1．5 姫島産黒曜石
ク

B Ⅳ 〃 3．2

3．7

2．4

2．2 1．0 7．4 チャート ク

275 B Ⅳ 〃 3．2 1．2 15．4 〃 〃

276

277

B Ⅳ
ク 2．4 0．5 3．1 〃 ク

B Ⅳ 〃 3．1

2．4

1．8 0．55 3．1 ク ク

● 〃 ●　● ク ／
279 B Ⅳ ク 3．9 3．2 1．3

ク′
16．9 ク ク

280 C Ⅴ
ク 2．5 2．1 0．6 3．3 〃 〃

281 F ク 4．3

（2．7）

3．0 1．2 13．5 ク ク

● 〃 l● 〃■il ′、ルン　　ル ノづ
283 － － ク 3．7

5．5

13．6

2．95 1．0 12．1
エ

チャ－ト

ク′

ク
284 ク

打製石斧

4．9 0．55 15．5 ホルンフェルス
〃

230．1

165．2

凝灰岩

頁岩

ノろ
286 E SA1－1

SA2－6

ク 12．5 6．65 1．7
；′

ク
● ク

● 凝灰岩

頁岩

ノづ
288

2

E SA2－27 ク 9．7

8．5

6．5

7．2

5．8

5．9 1．6 97．4
フ′

ク

89 E SA2床

SA2－29

〃 6．0 1．6 72．8 〃 ク

290 E ク 6．6 0．9 42．0 〃 ク

291 F SClO ク 4．3 1．0 31．3 ク 〃

〃 29．2

84．9

砂岩

頁岩

ノく
293 G北 SC12 ク 9．3

4．9

6．1 1．4
ク’

ク

294 G北

G北

SC12

SC13

SC13－67

SC13

SC13－68

SC13－50

SEl

SH

ク 6．7 1．25 53．9 凝灰岩 ク

295 〃 10．45

11．9

10．3

11．4

6．15 2．5 130．5 〃 〃

296 G北
ク 7．8 1．3 134．8 頁岩

ク

297 G北
ク 5．25 2．05 133．0 〃 ク

298 G北

G北

ク 6．5 1．2 113．4 ク ク

299
．ク 7．3

6．0

5．1 1．3 47．5 ク ク

300
ク 6．7 1．3 68．4 片岩 ク

1 ク ● ● 98．6 緑泥片岩
ノづ

302 B SH ノク 11．2 5．5 15
ク′

109．3

19．2

63．1

凝灰岩

結晶片岩

緑泥片岩

／
303 B SH51 〃 8．0 3．6 06

ク′

ノづ304 B SH76

SH134

〃 7．7 5．0 1．3
㌢

〃
30 B 〃 7．3 ．2 08 42．4

33．1

Lu
ノろ

306 B SH

SH692

ク 6．1 4．6 1．0
石

凝灰岩

ク′

ク
〃 ● 44．2

492

結晶片岩

凝灰岩

緑泥片岩

ク

ノろ
308 F SH458 〃 6．8 4．55 135

ク′

ノ～
309 E SH626 ク 11．5 6．9 17 128．9

42．7

ク′

ノろ310 G SH720

ヽ

〃 10．3

6．6

4．8 0．7
ク′

ク

311

312

B トレ／チ 〃 5．85 1．1 47．6 〃 ク
G I・I 丁製石斧 10．7 6．1 18 143．1

119．0

U■
ノろ

313 G I ク 11．1 7．3 1．0
石

凝灰岩

ク′

ク
ク

●　● ● 223．7

144．7

49．6

116．7

67．1

結晶片岩

緑泥片岩

凝灰岩

緑泥片山

ノづ
315 G Ⅱ ク 12．1 6．4 17

；′

∠316 E I 〃 9．3 4．4 105
γ

ノろ317 C I・Ⅳ ク 12．9 7．7 14
／

ノづ318 G Ⅱ ク 9．0 5．9 1．1
川／ヒ　石

結晶片岩

γ

〃
一ク ● 132．8

140．2

頁岩

ク

／
320 G Ⅲ ク 11．4 5．5 2．0

；′

〃
321 E Ⅲ ク 9．5

12．1

12．1

9．3

5．2 1．4 70．7 〃 〃

322 B Ⅲ ク 5．4 1．2 108．8 片岩
ク

323 E Ⅲ ク 6．35 0．9 90．2 ク ク

ク 57．5

106．2

凝灰岩

頁岩

／づ
325 E Ⅲ 〃 11．9

9．3

5．6 1．6
ク’

ク

326 E Ⅲ ク 5．0 1．1 59．1 ク ク

ク ● 凝灰岩

結晶片岩

片山

ノろ
328 G Ⅲ 〃 8．2 4．9 13 66．4

95．6

28．6

ク′

ノろ329 B Ⅲ
ク 9．6 6．2 12

ク′

ノ弓330 G Ⅲ
ク 7．5 4．2 0．9

石‘

チャ－ト

フ′

ク

331 A Ⅲ
〃 6．0 6．55 1．0 59．6 片岩

．ク
〃 ●

● 143．2

69．0

93．1

凝灰岩

結晶片岩

片岩

ノづ
333 G Ⅲ 〃 8．5 5．9 13

γ

ノづ334 G Ⅲ 〃 9．65

10．6

12．1

5．6 1．95
ク’

ク

335 A Ⅲ ク 6．3 1．45 110．4 ク ク

336 G Ⅲ ク 8．5 1．7 208．6 凝灰岩
ク

337 C Ⅲ・Ⅳ ク 6．9 5．1 085 34．8

488

片山
ノ‘

338 G Ⅲ 〃 10．8 4．4 08
石

緑泥片岩

凝灰岩

片岩

ク’

／339 G Ⅲ 〃 11．4 6．15 19 1149
ラ′

／340 F Ⅲ ク 8．1

13．0

3．8 0．8 38．0
ク′

ク

341 G Ⅳ 〃 5．65 1．5 145．1 ク ク
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番 号 出 土 区 出 土 層 器　 種 最大長（cm ） 最 大 幅 （叩 ） 厚 み （cm ） 重量 （g） 石　 材 備　　 考

34 2 F Ⅳ 打 製 石斧 10．4 5 ．4 1 ．85 1 1 6．0 結 晶 片 岩 〃

34 3 A Ⅳ 〃 10．5 5 ．3 1．1 8 臥0 凝 灰 岩 〃

34 4 C Ⅳ ク 11 ．2 5 ．8 2 ．0 1 4 3．3 片 岩 〃

34 5 －
Ⅳ 〃 11 ．6 5 ．4 1．9 1 1 8．5 緑 泥 片 岩 ク

3 46 E Ⅳ ク 11 ．5 7 ．3 2．0 2 0 5 ．5 片岩 ク

3 47 B Ⅳ ク 11．7 5 5 ．2 5 1．9 13 2 ．4 凝 灰 岩 〃

3 48 E Ⅳ 〃 9 ．5 5 ．2 5 1．95 12 6 ．0 片岩 ク、早 期 層 出 土

3 49 G Ⅶ－84 ク 8 ．3 5 ．2 1 ．6 7 7 ．1 結 晶 片岩 〃

350 B Ⅳ 〃 8 ．7 4 ．3 0 ．8 3 8 ．8 片岩 〃

35 1 F Ⅳ 〃 7 ．7 5 ．85 1 ．3 8 5 ．0 〃 ノク

352 G Ⅳ 〃 7 ．5 4 ．5 1 ．5 5 5 ．0 〃 〃

35 3 G Ⅳ ク 9 ．8 5 ．2 1 ．6 8 1．3 緑 泥 片岩 〃

354 G Ⅳ 〃 9 ．7 5．2 1 ．2 6 1．4 凝 灰岩 ク

35 5 B Ⅳ ク 8 ．7 5．0 1．4 7 9 ．5 緑 泥 片岩 ク

35 6 G Ⅳ ク 1 1．1 5．9 2 ．0 1 5 0 ．3 片 岩 〃

35 7 G Ⅳ ク 12．2 6．9 1．8 1 6 8 ．3 〃 ク

35 8 A Ⅳ ク 9．．65 6 ．0 2 ．15 1 3 0．3 凝 灰 岩 〃

35 9 E Ⅳ ク 12．8 6 ．5 1．8 1 8 1．7 ク 〃

3 6 0 B Ⅳ 〃 10 ．45 5．5 5 1．75 9 9 ．3 〃 ク

3 6 1 G　　　　 Ⅳ ク 10 ．6 5 ．0 5 1．5 1 1 9 ．1 片岩 〃

3 62 E Ⅳ ク 14 ．5 6 ．3 1．9 2 2 3 ．7 ク 〃

36 3 E Ⅳ ク 8 ．6 5 ．5 1 ．2 7 0 ．0 ク 〃

36 4 B Ⅳ ・Ⅴ ク 8 ．5 5．1 1．5 5 8 2 ．1 ク 〃

36 5 E Ⅳ ・Ⅴ 〃 12 ．1 5．5 1．6 1 4 6 ．2 凝 灰 岩 〃

36 6 G Ⅳ ク 9 ．45 5 ．25 1 ．7 5 7 8 ．2 片 岩 〃

3 67 E Ⅳ 〃 9．6 4 ．3 1．3 5 6．4 緑 泥 片 岩 〃

3 68 E Ⅳ ク 10．2 5 ．3 1．1 8 3．8 片 岩 〃

3 69 G Ⅳ 〃 10 ．5 5．4 5 1．6 9 9．9 ク ク

3 7 0 C Ⅳ ク 12．45 6 ．4 2．5 1 5 1．9 凝 灰 岩 ク

3 7 1 C Ⅳ ク 10 ．3 5 ．8 1．9 1 1 7．1 片岩 ク

3 72 G Ⅳ ク 10．4 5 4 ．5 2．0 10 1 ．6 凝 灰 岩 ク

3 73 E Ⅳ ク 9 ．4 5 ．95 1 ．7 1 0 5 ．3 片岩 〃

374 G Ⅳ 〃 9 ．2 4 ．8 2 ．0 6 3 ．7 ク ク

37 5 G Ⅳ ク 9 ．5 4 ．6 1 ．5 5 9 ．1 緑 泥 片岩 〃

37 6 G Ⅳ ク 10 ．4 6．1 1 ．8 1 2 3 ．5 凝灰 岩 ク

37 7 E Ⅳ ク 13 ．0 6．0 1 ．0 7 9 ．2 安 山岩 〃

37 8 B Ⅳ ク 8 ．3 5．1 1．1 6 7 ．3 緑 泥 片岩 一ク

37 9 B Ⅳ 〃 10．7 5 ．2 1．2 7 3 ．5 〃 ク

38 0

3 8 1

B Ⅳ 〃 8．2 5 ．65 0 ．75 4 5 ．6 結 晶 片 岩 〃

F Ⅳ ク 9．2 5 ．7 0 ．9 7 2 ．1 片 岩 〃

3 82 B Ⅳ 〃 8，1 5 ．1 0 ．7 4 2．2 ク ．ク

3 83 B Ⅳ 〃 6 ．6 3 ．4 0．9 2 4．8 安 山岩 ク

3 84 B Ⅳ ・Ⅴ ク 9 ．2 4 ．4 1．05 4 1．3 片 岩 〃

3 85 G Ⅳ ク 8 ．8 5 ．4 0 ．7 3 8 ．4 緑泥 片 岩 〃

386 F Ⅳ 〃 9 ．5 6 ．2 1 ．0 7 7 ．8 〃 ク

38 7 B Ⅳ 〃 10 ．1 5 ．65 1 ．2 8 4 ．4 〃 ク

38 8 G Ⅳ 〃 8 ．4 7 ．05 0．9 5 4 8 ，7 片岩 ク

38 9 B Ⅳ 〃 11 ．05 6 ．75 1．8 1 3 2 ．3 凝 灰岩 〃

39 0 E Ⅳ ク 9．3 7．1 0 ．9 7 5 ．1 片 岩 〃

39 1 G Ⅳ ク 11．0 7 ．2 0 ．7 6 5 ．8 結 晶 片 岩 〃

3 92 E Ⅳ ノク 10．8 6 ．3 1．3 8 8 ．9 凝 灰 岩 ク

3 93 C Ⅳ ク 9．9 7．5 5 1 ．15 8 3 ．0 片 岩 ク

3 94 G Ⅴ 〃 9 ．1 6 ．3 1．5 9 5．7 安 山岩 〃

3 95 B Ⅳ 〃 9 ．8 6 ．6 1．5 9 7．7 凝 灰 岩 ク

3 96 C Ⅳ ク 9 ．5 6 ．8 2．0 1 4 2 ．8 ク 〃

3 9 7 G Ⅳ ク 10 ．7 6 ．5 1．6 12 9 ．8 結 晶片 岩 ク

3 98

3 9 9

E Ⅳ ク 10 ．6 5 7 ．9 1．75 1 7 2 ．1 凝 灰 岩 ．ク

G Ⅳ ク 10 ．6 6 ．75 1 ．9 1 5 4 ．3 片岩 〃

400

4 0 1

E Ⅳ 〃 1 1．4 7．6 1 ．6 1 4 6 ．0 緑 泥 片岩 〃

G Ⅳ 〃 12 ．0 6 ．55 1 ．8 1 4 5 ．9 凝灰 岩 〃

40 2 A Ⅲ 〃 13 ．7 7 ．35 1．8 2 0 5 ．4 結 晶 片岩 〃

40 3 B Ⅳ ノク 8．6 5 ．5 1．6 1 0 0 ．5 凝 灰 岩 ク

4 04 B Ⅳ 〃 9．2 5 ．4 1．7 8 3 ．9 緑 泥 片 岩 〃

4 05

4 0 6

B Ⅳ 〃 14．0 6 ．4 0 ．9 1 0 1．8 片 岩 〃

E Ⅳ ク 13 ．5 5 ．8 1．7 1 2 3．0 凝 灰 岩 ク

4 07

4 0 8

4 0 9

4 1 0

E Ⅳ ク 12 ．2 4 ．9 1．7 1 1 3．6 緑 泥 片 岩 ク

F Ⅳ 〃 12．15 6 ．0 1．4 1 1 2 ．6 結 晶片 岩 ク

F Ⅳ 〃 12 ．0 l　 5 ．2 1．15 9 1 ．2 安 山岩 ノク

l G l　 Ⅳ 〃 10 ．8 l　 5 ．4 1 ．5 1 0 5 ．0 凝灰 岩 〃
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番 号 出 土 区 出 土 層 器　 種 最 大長 （cm ） 最 大 幅 （c m ） 厚 み （c m ） ’重 量 （g ） 石　 材 備　　 考

4 1 1 E Ⅳ 打 製 石 斧 1 2 ．8 5 ．1 1 ．7 1 2 0 ．8 緑 泥 片 岩 〃
4 1 2

4 1 3

G Ⅳ ク 1 3 ．1 5 4 ．3 1 ．3 7 9 ．3 片 岩 ノク

B Ⅳ 〃 1 3 ．0 5 4 ．8 1 ．2 8 9 ．8 結 晶 片 岩 〃
4 1 4

4 1 5

E

G

Ⅳ

Ⅳ

〃 10 ．7 4 ．1 1 ．4 7 8 ．8 凝 灰 岩 ク

ク 9 ．5 3 ．9 1 ．4 4 8 3 ・泥　 岩 ク
4 1 6 G Ⅳ ク 10 ．5 4 ．4 1 ．6 9 5 5 凝 灰 岩

ク
4 1 7 G Ⅳ 〃 1 0 ．2 3 ．6 0 ．7 3 1 ．5 片 岩

ク
4 1 8

4 1 9

G

G

G

Ⅳ
ク 1 1 ．5 4 ．8 1 ．4 8 4 ．3 〃 ク

Ⅳ

Ⅳ

〃 9 ．6 5 4 ．6 1 ．5 7 6 ．7 緑 泥 片 岩
ク

4 2 0 〃 1 0 ．0 5 5 ．0 5 1 ．0 6 4 ．9 結 晶 片 岩
ク

4 2 1 B Ⅳ ク 1 1 ．4 4 ．4 0 ．7 5 5 9 凝 灰 岩
〃

4 2 2 B Ⅳ
ク 5 ．8 4 ．3 0 ．4 16 ．6 ク ク

4 2 3 E Ⅴ ク 9 ．2 5 ．0 1 ．2 6 6 ．2 ク ク
4 2 4 E Ⅳ ク 1 1 ．0 5 ．4 0 ．9 7 9 2 ホ ル ン フェル ス 〃
4 2 5 B Ⅳ ク 1 2 ．2 5 ．8 1 ．5 1 1 1 ．9 凝 灰 岩

〃
4 2 6 B Ⅳ ク 9 ．4 4 ．5 1 ．1 5 4 6 ．5 結 晶 片 岩

〃
4 2 7 E Ⅳ ク 12 ．3 4 ．7 0 ．8 6 3 2 凝 灰 岩

ク
4 2 8 G Ⅳ ク 9 ．9 4 ．5 0 ．9 4 6 ．6 緑 泥 片 岩

ク
4 2 9 E Ⅴ 〃 1 2 ．1 4 ．8 1 ．5 1 0 7 ．9 ク 〃

4 3 0

4 3 1

E

G

Ⅴ ク 1 0 ．0 5 ．6 0 ．9 6 0 ．3 片 岩 ク

Ⅵ ク 1 0 ．8 7 ．4 1 ．4 1 2 6 3 ．、泥　 岩 ク
4 3 2

4 3 3 G

－ 〃 1 0 ．0 4 ．8 1 ．4 7 9 ．5 片 岩 ク

ク 12 ．4 5 5 ．3 2 ．1 1 4 8 0 ） 灰 岩 〃
4 3 4

4 3 5

4 3 6

4 3 7

G
－ ク 1 1 ．2 4 ．7 2 ．0 1 1 5 ．2 〃 ノク

〃 1 0 ．6 5 ．0 1 ．3 7 7 ．7 ク 〃

ク 8 ．5 6 ．4 1 ．0 5 9 ．9 ク 一ク
ク 7 ．6 5 ．1 0 ．6 1 8 ．0 安 山 岩 ク

4 3 8

4 3 9

－

Ⅱ

ク 1 1 ，1 6 ．1 1 ．2 8 4 ．1 片 岩 〃

G

G

ク 8 ．8 7 ．0 1 ．3 9 5 ．1 ク ク

4 4 0 Ⅲ ク 1 1 ．0 5 5 ．6 5 1 ．8 5 1 0 6 ．3 〃 ク

4 4 1 I 〃 1 1 ．2 6 ．5 1 ．3 1 0 4 ．1 結 晶 片 岩
ク

4 4 2

4 4 3

B Ⅲ ク 1 2 ．9 6 ．9 1 ．9 1 7 7 ．5 凝 灰 岩
〃

B Ⅲ 〃 1 2 ．8 5 6 ．5 1 ．7 1 1 8 ．4 片 岩
ク

4 4 4 B Ⅲ ．ク 1 1 ．7 6 ．9 2 ．7 2 3 7 ．3 ； 灰 岩
〃

4 4 5 F Ⅲ
ク 1 0 ．2 5 6 ．3 1 ．5 1 0 1 7 緑 泥 片 岩

〃
4 4 6 B

C

G

G

Ⅲ
ク 1 2 ．0 6 ニ3 5 1 ．8 1 3 7 ．6

J

ク
ク

4 4 7 I ク 1 6 ．7 7 ．2 1 ．6 1 9 1 ．1 片 岩
ク

4 4 8

4 4 9

Ⅲ ク 1 3 ．0 5 ．8 1 ．7 5 1 0 6 ．2 ク 〃

Ⅲ ク 1 0 ．8 5 ．0 1 ．4 5 7 9 ．7 ク ク
4 5 0 G Ⅲ ク 1．1 ．3 6 ．3 2 ．5 5 1 5 0 1 凝 灰 岩

ク
4 5 1 G Ⅲ

〃 （9 ．6 ） 5 ．9 1 ．5 8 5 4 緑 泥 片 岩
〃

4 5 2 E Ⅲ 〃 1 1 ．5 4 ．2 1 ．8 9 4 2 凝 灰 岩
ク

4 5 3 B Ⅲ ク 1 2 ．9 5 ．3 2 ．1 13 7 ．0 緑 泥 片 岩
ク

4 5 4 B Ⅲ 〃 1 6 ．0 6 ．5 2 ．4 1 6 0 ．9 片 岩
ク

4 5 5

4 5 6

E

C

Ⅳ ノク 1 2 ．0 7 ．0 1 ．4 13 1 ．6 〃 ク

Ⅳ 〃 1 0 ．7 5 ．8 1 ．4 10 0 ．4 結 晶 片 岩
ク

4 5 7 G Ⅲ ク 1 1 ．1 6 ．6 1 ．2 1 0 2 ．2 ク ク

4 5 8 G Ⅳ 〃 1 1 ．1 6 ．2 5 1 ．4 1 0 6 ．5 頁 岩 ク

4 5 9 G Ⅲ ・Ⅳ ク 1 1 ．6 5 ．3 1 ．4 1 1 3 8 緑 泥 片 岩
〃

4 6 0 E Ⅳ ク 1 0 ．8 6 ．5 1 ．2 8 8 ．2 ク ク

4 6 1 E Ⅳ ク 1 3 ．0 5 7 ．1 1 ．4 1 2 9 ．6 結 晶 片 岩
〃

4 6 2 G Ⅳ ク 9 ．4 5 ：6 1 ．5 8 1 ．7 ク ク

4 6 3 B Ⅳ ク 1 0 ．9 6 ．0 1 ．3 ・7 3 ．4 〃 ク

4 6 4 C Ⅳ ク 1 1 ．0 5 6 ．4 1 ．2 5 9 3 ．7 〃 〃

4 6 5 G Ⅳ ク 8 ．7 5 ．6 5 1 ．6 7 7 ．0 〃 ク

4 6 6 E Ⅱ 〃 8 ．4 6 ．1 1 ．0 5 3 5 凝 灰 岩 ク
4 6 7 B Ⅳ ク 9 ．9 5 ．2 0 ．9 5 8 3 片 岩 ク
4 6 8 G Ⅳ ク 9 ．3 5 ．1 0 ．9 4 4 ．9 〃 ク

4 6 9 B Ⅳ 〃 1 6 ．5 5 ．9 1 ．5 9 4 ．8 ク 〃
4 7 0 F Ⅳ 〃 9 ．6 5 ．1 1 ．1 5 9 5 凝 灰 岩

ク
4 7 1 F

G

Ⅳ　 I

Ⅳ

ク 9 ．8 5 4 ．3 1 ．7 5 7 0 ．1 片 岩
〃

4 7 2 ク ・13 ．2 5 5 ．7 1 ．0 5 3 ．8 ク 〃
4 7 3 F Ⅳ ク 7 ．6 5 4 ．5 1 ．2 5 4 9 3 緑 泥 片 岩

〃
4 7 4 G Ⅳ

ク 1 0 ．1 5 ．3 1 ．3 7 8 ．9
Jl　ノ

ク
ク

4 7 5 A Ⅳ 〃 1 0 ．7 4 ．8 1 ．4 6 1 ．0 頁 岩
〃

4 7 6 G Ⅳ ク 7 ．9 4 ．3 1 ．1 4 2 ．5 緑 泥 片 岩
ク

4 7 7 A Ⅴ 〃 12 ．9 8 ．4 1 ．4 14 2 ．1 ク ク

4 7 8 E Ⅴ 〃 1 2 ．3 6 ．4 1 ．5 1 1 2 ．1 片 岩 〃
4 7 9 E Ⅴ 〃 1 0 ．4 5 6 ．3 5 1 ．5 5 1 0 6 ．8 ク 〃
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尋

出 土 区 出 土 層 器　 種

最 大 長 （c m ）l 最 大 幅 （c m ） l

厚 み （c m ）

重 量 （。） l 石 材 l

備　　 考

4 8 0 G l

G

B

Ⅲ 打 製 石 斧 1 0 ．4 1 6 ．2 1 0 ．7 6 3 ．5 ク ク

4 8 1 Ⅲ 〃 1 2 ．2 7 ．0 1 ．1 9 5 ．0 〃 ク

4 8 2 Ⅲ 〃 9 ．6 4 ．6 0 ．6 3 9 ．2 ク ク

4 8 3 G Ⅲ 〃 9 ．4 4 ．1 0 ．9 4 4 ．7 緑 泥 片 岩 〃

4 8 4 D Ⅲ ・Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

ノク 13 ．1 5 7 ．4 1 ．0 1 0 8 ．0 片 岩 ク

4 8 5 E 〃 1 0 ．4 4 ．9 1 ．1 6 0 ．5 凝 灰 岩 〃

4 8 6

4 8 7

4 8 8

G

C

C

〃 9 ．2 5 ．6 0 ．7 5 0 ．4 緑 泥 片 岩 ク

Ⅲ ・Ⅳ

Ⅳ

〃 1 2 ．9 5 4 ．8 5 1 ．1 8 3 ．2 片 岩 ク

ク 1 0 ．4 4 ．2 0 ．9 4 8 ．0 〃 ク

ク、 基 部

ク、 基 部

ク、 基 部

4 8 9 C I ・Ⅳ ク 8 ．1 5 4 ．6 1 ．1 5 0 ．9 緑 泥 片 岩

4 9 0 －
I 〃 7 ．0 5 ．1 1 ．8 6 6 ．9 凝 灰 岩

4 9 1 C

E

Ⅱ ・－Ⅳ

Ⅱ

〃 9 ．8 5 ．0 5 1 ．6 7 5 ．1 川・泥　 岩

4 9 2 〃 8 ．3 5 ．3 1 ．4 5 5 5 ．8 片 岩 ク、 基 部

＿L
4 9 3

4 9 4

E Ⅲ

Ⅲ

〃 6 ．5 5 ．0 0 ．8 3 0 ．5 緑 泥 片 岩 ク、 基 部

A ク 7 ．1 4 ．7 0 ．8 4 6 ．5 ク ク、 基 部

ク、 基 部4 9 5 A Ⅲ

Ⅲ ・Ⅳ

Ⅲ

〃 8 ．2 5 ．0 1 ．2 6 6 ．2 ） 灰 岩

4 9 6

4 9 7

C

E

〃 7 ．15 4 ．1 2 ．7 6 0 ．6 ク ク 、 基 部

ク 7 ．3 6 ．3 1 ．8 8 9 ．8 ク ク 、 基 部

．」＿
4 9 8 B Ⅲ 〃 6 ．4 6 ．0 1 ．7 5 －6 6 ．4 片 岩 ク 、 基 部

ク 、 基 部

⊥

4 9 9 G Ⅲ 〃 1 2 ．7 6 ．6 1 ．6 1 3 0 ．3 緑 泥 片 岩

5 0 0 B Ⅲ 〃 1 0 ．6 5 ．4 1 ．5 1 0 3 ．5 凝 灰 岩 ク、 基 部

5 0 1 G

B

Ⅳ 〃 1 0 ．5 5 ．5 2 ．5 1 2 6 ．8 〃
ク、 基 部

5 0 2 1

5 0 3 l

Ⅳ ク 1 0 ．0 5 5 ．5 5 2 ．0 5 1 2 2 ．6 〃
ク 、 基 部

G Ⅳ 〃 8 ．7 5 ．5 1 ．2 5 6 0 ．4 片 岩 ク 、 基 部

5 0 4 C

G

F

Ⅳ 〃 6 ．1 4 ．2 1 ．8 5 4 ．9 〃
ク 、 基 部

5 0 5 Ⅳ 〃 5 ．3 5 4 ．1 1 ．0 3 0 ．4 ク
ク 、 基 部

5 0 6 Ⅳ 〃 9 ．1 4 ．4 1 ．1 4 4 ．6 ク
ク 、 基 部

ク 、 基 部

＿L

5 0 7 G Ⅳ 〃 5 ．2 5 5 ．6 5 1 ．6 4 7 ．6 緑 泥 片 岩

5 0 8 G Ⅳ 〃 7 ．0 5 ．1 1 ．4 6 6 ．2 結 晶 片 岩 ク、 基 部

ク、 基 部5 0 9 G

E

Ⅳ 〃 9 ．3 7 ．0 1 ．7 8 6 ．4 ′．、泥　 岩

5 1 0 Ⅳ 〃 7 ．0 6 ．0 1 ．0 4 9 ．9 〃
ク、 基 部

5 1 1 B Ⅳ ・Ⅴ ク 5 ．6 5 ．1 1 ．3 3 3 ．2 〃
ク、 基 部

．．▲＿
5 1 2 E Ⅳ 〃 1 0 ．3 5 ．4 1 ．3 7 8 ．0 片 岩 ク 、 基 部

5 1 3

5 1 4

G

G

G

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

〃 9 ．4 6 ．7 1 ．4 9 7 ．3 ク
ク 、 基 部

ク 8 ．0 5 ．5 1 ．6 7 6 ．6 〃
ク‘、 基 部

5 1 5 〃 9 ．2 5 ．0 5 1 ．7 6 7 ．0 〃
ク 、 基 部

5 1 6 B Ⅳ ク 7 ．7 4 ．2 1 ．0 4 4 ．8 結 晶 片 岩 ク 、 基 部

ク 、 基 部5 1 7 E Ⅳ ク 7 ．0 6 ．8 1 ．2 5 6 ．9 凝 灰 岩

5 1 8 C

B

Ⅳ 〃 6 ．1 3 ．4 1 ．0 2 7 ．2 〃 ク 、 刃 部

5 1 9 Ⅴ ク 4 ．9 4 ．8 0 ．8 1 7 ．9 〃
ク 、 刃 部

⊥
5 2 0 G I 〃 1 1 ．6 7 ．5 1 ．0 9 6 ．2 結 晶 片 岩 ク 、 刃 部

＿L5 2 1 G Ⅲ 〃 ・9 ．0 7 ．4 1 ．6 1 3 9 ．9 凝 灰 岩 ク、 刃 部

5 2 2 F Ⅲ ク 7 ．4 7 ．0 2 ．3 1 1 5 ．2 〃 ク、 刃 部

5 2 3 G Ⅲ 〃 7 ．2 6 ．5 1 ．8 1 1 3 ．6 片 岩 ク、 刃 部

5 2 4 E I 〃 5 ．0 5 ．7 0 ．8 2 7 ．3 ク ク、 刃 部

⊥
5 2 5

5 2 6

l c

l E

Ⅳ ク 4 ．9 5 5 ．2 5 1 ．4 4 0 ．7 結 晶 片 岩 ク 、 刃 部

Ⅲ 〃 8 ．2 7 ．4 1 ．7 1 0 7 ．9 〃 ク 、 刃 部

5 2 7 B Ⅲ 〃 6 ．7 9 ．8 1 ．2 5 1 0 6 ．0 片 岩 ク 、 刃 部

ク 、 刃 部5 2 8 B Ⅳ ク 9 ．1 8 ．2 2 ．4 1 9 7 ．1 凝 灰 岩

5 2 9 E Ⅳ ク 8 ．0 6 ．2 1 ．3 6 5 ．4 片 岩 ク 、 刃 部

ク 、 刃 部

ク 、 刃 部

ク、 刃 部

5 3 0 G Ⅲ 〃 7 ．1 6 ．7 1 ．0 6 1 ．1 緑 泥 片 岩

5 3 1 B Ⅳ 〃 7 ．2 5 5 ．0 2 ．1 7 3 ．2 凝 灰 岩

5 3 2 － － ノク 9 ．6 6 ．0 1 ．4 8 3 ．5 緑 泥 片 岩

5 3 3 E Ⅳ 〃 6 ．8 5 ．6 1 ．2 5 4 ．6 結 晶 片 岩 ク、 刃 部

5 3 4

5 3 5

5 3 6

5 3 7

B Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

〃 7 ．7 5 6 ．4 5 1 ．1 5 9 ．7 片 岩 ク、 刃 部

G

G

F

〃 6 ．0 6 ．2 1 ．1 5 2 ．8 〃
ク、 刃 部

〃 5 ．4 5 7 ．0 5 1 ．2 4 5 ．3 〃
ク、 刃 部

〃 7 ．7 5 6 ．6 1 ．5 5 7 0 ．4 〃
ク 、 刃 部

5 3 8

5 3 9

5 4 0

E Ⅳ 〃 9 ．3 6 ．5 1 ．8 1 1 6 ．6 凝 灰 岩 ク 、 刃 部

A Ⅳ

Ⅳ

ク 9 ．3 5 8 ．2 2 ．3 5 1 9 9 ．7 ク
ク 、 刃 部

G 〃 6 ．4 6 ．2 0 ．7 5 3 5 ．0 片 岩 ク 、 刃 部

l　　 ク 、 刃 部
5 4 1 G

l G

l A

Ⅳ

l　 Ⅳ

l　 Ⅳ

ク 7 ．6 7 ．6 1 ．5 8 0 ．9 凝 灰 岩

5 4 2 ク 6 ．1 6 ．2 1 ．6 l　 7 3 ．2
ク

ク 、 刃 部

5 4 3 〃 6 ．4 6 ．3 1 ．9 l　 6 0 ．0 ク
ク、 刃 部

⊥
5 4 4 B Ⅳ ク 7 ．4 5 4 ．9 5 1 ．5 l　 5 4 ．5 片 岩 ク、 刃 部

ク、 刃 部5 4 5 B Ⅳ

Ⅳ

ク 6 ．5 5 5 ．1 0 ．9 5 3 0 ．4 ′l・泥　 岩

5 4 6 l G ．

l

ク 9 ．9 l　 5 ．7 1 1 ．1 1　 3 6 ．9 片 岩 ク 、 刃 部

5 4 7 － ク 3 ．7 l　 5 ．1 5 l 1 ．3 l　 2 4 ．2 l　 〃 ク 、 刃 部

．．．一＿
5 4 8 l G Ⅳ 〃 1 0 ．0 l　 8 ．1 l 1 ．4 l 1 2 7 ．9 l　 凝 灰 岩 l　　 ク 、 刃 部
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番 号 出 土 区 出土 層 器　 種

l　　－t、

最大長（cm ） 最 大 幅 （cm ） 厚 み （cm ） ’重量 （g） 石　 材 備　　 考

5 49 C Ⅳ 打 製石 芹 6．2 8．9 1．1 6 1．6 片 岩 ク、 刃部

5 50 C

G

Ⅳ ク 8 ．4 6 ．85 1．3 8 6．2 ク ク、 刃部

5 5 1 Ⅲ ク 8 ．65 5 ．4 5 1．4 7 6 ．0 ク ク、基 部 片

5 52 ク 5 ．9 5 6 ．2 5 1．5 5 7 6 ．0 〃 ク、基 部 片
5 53

5 5 4

．55 5

F Ⅳ 〃

磨 製 石 斧

9 ．4 5 ．3 1 ．6 7 5 ．1 〃 ク、基 部 片

I 5 ．1 5 ．0 2．6 9 9 ．7 砂 岩 ク

E Ⅱ ク 9 ．0 4 ．7 3．4 2 1 0 5 ）灰 岩 ク、欠 損

ク
55 6 E Ⅳ ク 12 ．2 3 ．9 2．5 1 8 9 8 ホルンフ工ル ス

凝 灰 岩55 7 E Ⅲ 〃 4 ．5 2 ．5 1．5 1 9 ．3 ク
55 8 G Ⅲ ク 11．1 4．8 2 ．6 2 1 4 6 ホル ンフ工ルス ク、欠 損

ク
55 9 C ・lV Ⅳ ク 9．5 5．2 2 ．7 1 4 8 8 蛇 紋 岩
56 0 F Ⅳ ク 3 ．2 3 ．7 1．7 2 2．2 凝 灰 岩 ノク
5 6 1 E Ⅳ 〃 10 ．0 1．7 2 ．4 5 0．3 〃 ク

5 6 2 E Ⅳ 〃 13 ．7 6 ．3 3 ．7 4 3 8 ．6 ク ク、 欠損
5 63 G Ⅳ 〃 8 ．4 6 ．0 2 ．4 1 4 1．5 ク 〃

5 6 4 E Ⅳ ク 6 ．3 2 ．3 2 ．1 4 4 ．0 蛇 紋岩 ク、欠 損
56 5 E Ⅳ ク 7 ．4 5 ．8 3 ．7 2 9 5 8 砂 岩・ ク、欠 損

ク、欠 損
56 6 G Ⅳ 〃 7 ．6 3 ．7 2．1 7 3 ．9 ク
56 7 E Ⅴ ク 9 ．7 5 ．0 3 ．1 1 8 2 ．2 蛇 紋 岩 〃
56 8 E Ⅳ 〃 12 ．2 5 ．2 2 ．7 2 4 9 5 凝 灰 岩 ク
56 9 E Ⅲ ク 5．6 4．8 1．5 4 9．3 砂 岩 〃

570 B Ⅳ 〃 9．0 4 ．4 1．0 4 9．0 結 晶 片 岩 〃

57 1 B Ⅳ 〃 7．7 3 ．4 0 ．6 2 0．9 川・泥　 岩 ク
5 72 B Ⅳ 〃 7．4 2 ．4 0 ．7 1 3．6 ク ク

5 7 3 B Ⅳ 〃 7 ．0 2 ．2 0 ．4 9．9 〃 ク

5 7 4

5 7 5

5 7 6

E Ⅳ 〃

敲 石
8 ．7 2 ．9 1 ．2 4 4 ．0 ホル ンフェル ス ク

E

G

Ⅲ 7 ．4 5 ．4 4 ．1 2 6 1．8 砂 岩 ク

Ⅲ 〃 9 ．5 5 ．1 2 ．7 2 1 6 ．6 凝灰 岩 ク
5 77 G

G

Ⅳ 〃 5 ．9 6 ．9 5．4 3 0 9 ．5 〃 〃

5 7 8 Ⅳ 〃 5 ．0 7 ．1 1．9 1 1 0 ．8 砂 岩 ク
57 9 G

G

G

Ⅳ ク 10 ．0 4 ．4 3．1 2 9 4 ．0 ク ク

58 0 Ⅳ ク 11．6 4．2 2 ．8 2 1 2 ．0 ク 〃

58 1 Ⅴ ク 9．6 8．6 6 ．6 8 7 5．6 ク 〃

58 2

5 8 3

A Ⅴ

Ⅶ －7 3

ク 9．3 5．4 l　 2 ．7 1 7 9．0 凝 灰 岩 〃

E 〃 8．0 6．6　　　　　 5 ．5 4 8 0．1 〃 ク、 早 期 層 出土
5 84

5 8 5

G

G

V

S H 3 8 4

磨 ・敲石

磨 石

15 ．5 1 2 ．1 l　 6 ．7 2 2 0 0 ．0 ク 〃

7．4 6．3 5 ．05 3 4 5 0 〃 ク
5 8 6 G Ⅲ ク 7 ．5 1 0 ．0 4．9 5 4 1．9 ク ク

5 8 7 E Ⅲ 〃 5 ．4 7 ．2 5．3 2 5 9 ．5 ク 〃

58 8

5 8 9

B Ⅲ ク （6 ．9） （6 ．3） （2 ．6） （10 3 ．3 〃 ク

E Ⅳ ク 7 ．3 5．7 4 ．9 2 9 0 ．4 ク 〃

59 0 E

G

G

Ⅳ ク 11．7 5．4 5 ．7 2 5 8 ．5 〃 ノク

59 1 Ⅳ ク 8．6 5．4 4 ．5 2 2 3．3 ク ク

59 2

5 9 3

Ⅳ ノク

台 石

4．7 4．7 3 ．7 1 2 8．0 ク ク

E Ⅴ 16．7 1 3．7 1 0 ．2 3 2 0 0．0 ク ク
59 4 E Ⅲ 石錘 8．2 4 ．5 1．5 7 2．0 〃 ク
59 5 G Ⅲ 砥 石 6．9 6．4 1．8 7 1．9 砂 岩 〃
596 E Ⅲ 〃 5 ．1 6．4 3 ．2 1 2 9 ．3 〃 〃
59 7

5 9 8

G Ⅳ 〃 14 ．6 4 ．4 3 ．6 2 2 4 ．0 〃 ク
A Ⅳ ク 12 ．7 6 ．0 3 ．5 3 5 1．3 ク ク

59 9 E Ⅳ 〃 7 ．3 6 ．7 1 ．0 8 4 ．4 片 岩 ク
600 D Ⅲ ・Ⅳ 円盤 状 石 器 7 ．8 8 ．0 1 ．1 8 2 2 凝灰 岩 ク、打 製

ク、打 製

ク、打 製

ク、打 製

ク、打 製

ク、 打 製

6 0 1 G Ⅲ ・Ⅳ 〃 5 ．9 5 ．4 1 ．3 3 8 3 結 日片岩

6 02 G Ⅳ ノク 8 ．1 7 ．8 2．5 1 5 2 6 川口日日
片岩

6 03 G Ⅳ ク 6 ．8 ・ 5 ．8 1．4 7 5 8 結 日片 岩

60 4 G Ⅳ ．ク 10 ．0 8 ．9 1．4 小口日日
14 9 5 1 凝 灰 岩　 l60 5 G Ⅳ ク 8．1 8 ．85 1　 0 ．8 7 7．7 片 岩

60 6 G Ⅳ ク 5．4 6．6 0 ．8 3 8 1 結 日片 岩 ク、 打 製

ク、磨 製

ク、磨 製

60 7 B Ⅲ ク 3 ．8 3 ．8 0 ．8 14 9 川口日日
凝 灰 岩　 l

〃　 l

6 0 8 G Ⅲ ク 2 ．1 2 ．3 0 ．3 2 ．0

6 0 9 G Ⅲ 丸 石 2 ．3 1 ．5 5　　　　　 0 ．7 4 ．0 ク、丸 くつるつる した自然礫
6 10 G Ⅲ ．ク 2 ．3 1．5 5 1．0 5 ．1 石英 l

ク、丸 くつるつる した自然礫6 11 B Ⅲ 〃 2 ．1 1 ．5 1．0 4 ．5 ク、丸 くつ るつる した自然礫
6 12 G Ⅲ 〃 2 ．05 1 ．2 0．9 2 ．9 ク、丸 くつるつる した自然磯
6 13 B Ⅳ ク 2 ．6 1 ．6 0 8 5 5 3 〃　 丸 くつるつるした白状
6 14 G － ク 2 ．25 1．3 0 ．55 2．0 、　　　　　　 し　 ハ、、礫

ク、丸 くつるつるした自然磯6 15 B Ⅳ 剥 片 4．9 3 ．95 1 0 1 8 4 チャート

〃

ク、丸 くつるつるした自然礫

ク
6 16 A S C 6 原 石 3 0．8 2 7．3 1 7 ．5 2 2 0 0 0 0

－ 〃ー48－
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SC4（北から） SC6（東から）中にチャート原石

SC12（西から）
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